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S p e c i a l  f e a t u r e  a r t i c l e

わ
た
し
た
ち
の

  
ま
ち
の
予
算

Th e budget for our tow
n
農
林
水
産
業
・
商
工
業
の

担
い
手
の
育
成

■ 

農
地
集
積
に
よ
る
農
業
経
営
の

　

 

効
率
化
と
生
産
性
の
向
上

　

農
業
経
営
の
規
模
拡
大
や
新
た
な
農
業
経
営

者
の
参
入
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
を
推
進
す
る

と
と
も
に
耕
作
放
棄
地
の
解
消
や
発
生
を
防
止

す
る
た
め
、
農
地
中
間
管
理
機
構
が
借
り
受

け
、
認
定
農
業
者
な
ど
の
担
い
手
に
農
地
を
集

積
し
て
貸
し
付
け
た
と
き
農
家
組
合
・
所
有
者

に
対
し
協
力
金
を
交
付
し
ま
す
。

■ 

越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
再
整
備

　

漁
業
の
後
継
者
育
成
と
担
い
手
を
確
保
す
る

た
め
、
越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
漁
業
の
人

材
育
成
と
「
越
前
が
に
」
の
調
査
研
究
の
拠
点

施
設
と
し
て
再
整
備
し
ま
す
。

観
光
産
業
の
育
成

■ 

越
前
水
仙
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

　

ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
3
セ
ッ
ト
（
越
前
水
仙
・

絶
景
・
夕
日
）
の
観
光
資
源
を
活
か
し
、
通
年

型
の
観
光
地
と
し
て
地
域
活
性
化
を
図
る
た

め
、
越
前
岬
水
仙
ラ
ン
ド
自
然
文
学
資
料
館
の

改
修
と
そ
の
周
辺
の
再
整
備
工
事
の
設
計
や
越

前
水
仙
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
企
画
・
運

営
を
行
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
充
実

■ 
朝
日
地
区
統
合
保
育
所
・

　

 

朝
日
児
童
セ
ン
タ
ー
の
建
設

　

公
共
施
設
の
効
率
化
と
児
童
の
健
全
な
育
成

を
支
援
す
る
た
め
、
朝
日
中
央
保
育
所
と
朝
日

北
保
育
所
の
統
合
保
育
所
と
朝
日
児
童
セ
ン

タ
ー
を
建
設
し
ま
す
。

■ 

延
長
保
育
時
間
の
拡
大

　

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
す
べ

て
の
町
立
・
私
立
保
育
所
で
延
長
保
育
時
間
を

30
分
拡
大
（
午
後
7
時
ま
で
）
し
ま
す
。

■ 

第
３
子
の
保
育
料
の
無
料
化

　

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
福
井
県
が
進
め
る
「
新
ふ
く
い
3
人
っ

子
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
り
、
第
3
子
以

降
の
保
育
料
を
小
学
校
入
学
前
ま
で
無
料
化
し

ま
す
。

■ 

観
光
施
設
ト
イ
レ
の
改
修

　

観
光
客
へ
の
“
お
も
て
な
し
”
を
進
め
る

た
め
、
泰
澄
の
杜
の
施
設
内
の
ト
イ
レ
や
越
前

海
岸
公
衆
ト
イ
レ
（
玉
川
・
白
浜
）
を
洋
式
ト

イ
レ
に
改
修
し
ま
す
。

■ 

観
光
客
の
誘
客
を
促
進

　

町
内
の
観
光
施
設
や
宿
泊
施
設
へ
の
団
体
観

光
客
の
誘
客
を
拡
大
す
る
事
業
に
取
り
組
む
越

前
町
観
光
連
盟
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

そ
の
他
重
点
事
業

　

4
つ
の
重
点
施
策
以
外
に
も
、
町
民
が
安
全

に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
実
現
に
向
け
次

の
事
業
を
進
め
ま
す
。

■ 

防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機
の
整
備

　

災
害
時
な
ど
に
迅
速
か
つ
正
確
に
行
政
情
報

を
伝
達
す
る
た
め
、
今
年
度
は
既
に
整
備
さ
れ

て
い
る
越
前
地
区
を
除
く
朝
日
・
宮
崎
・
織
田

地
区
世
帯
へ
の
整
備
に
係
る
設
計
を
行
い
、
朝

日
地
区
の
天
王
川
流
域
に
係
る
世
帯
に
戸
別
受

信
機
を
設
置
し
ま
す
。

■ 

防
犯
灯
な
ど
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
推
進

　

町
が
管
理
す
る
防
犯
灯
や
道
路
照
明
灯
の
機

能
向
上
と
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
リ
ー
ス
方
式
に
よ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

■ 
気
比
庄
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
る

　

 

宅
地
造
成

　

若
者
の
定
住
促
進
と
地
域
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
宅
地
造
成
を
行
い
ま
す
。

■ 

新
た
な
起
業
・
創
業
を
支
援

　

町
内
の
商
工
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
町

内
で
新
た
に
起
業
・
創
業
し
た
事
業
者
に
対
し
、

奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

教
育
の
充
実

■ 

小
・
中
学
校
施
設
の
安
全
確
保

　

広
域
避
難
施
設
と
し
て
指
定
さ
れ
る
小
・
中

学
校
の
う
ち
、
落
下
す
る
恐
れ
の
あ
る
吊
り
天

井
や
照
明
な
ど
を
改
修
し
ま
す
。

■ 

生
活
支
援
員
や
講
師
の
拡
充

　

学
校
教
育
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
、
複
式

学
級
の
解
消
を
図
る
講
師
や
生
活
支
援
員
、
中

高
一
貫
教
育
の
指
導
講
師
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
を
配
置
し
ま
す
。

改修する自然文学資料館

洋式トイレに改修（写真は玉川公衆トイレ）

観光連盟が活動する越前町観光案内所（道の駅「越前」内）

分譲宅地の造成予想図（35区画）

朝日地区統合保育所（右）と朝日児童センター（左）の
完成予想図

越前がにミュージアムの館内

屋内運動場（体育館）の吊り照明（糸生小学校）

宅内に設置される戸別受信機

平
成
27
年
度
当
初
予
算
の
主
な
事
業

平
成
27
年
度
は
、
合
併
10
周
年
の
節
目
を
越
え
た
最
初
の
年
で
す
。

平
成
27
年
度
当
初
予
算
は
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
た
め
「
越
前
町
の
未

来
を
育は

ぐ
く

む
予
算
」
と
し
、
観
光
産
業
の
育
成
、
子
育
て
支
援
の
充
実
、
農
林

水
産
業
・
商
工
業
の
担
い
手
の
育
成
、
教
育
の
充
実
の
4
つ
の
重
点
施
策
を
着

実
に
進
め
な
が
ら
、「
ふ
る
さ
と
越
前
の
創
生
」
に
取
り
組
み
ま
す
。



　

3
月
27
日
鯖
江
・
丹
生
消
防
組
合
消
防
本
部

が
昨
年
か
ら
整
備
し
て
き
た
消
防
・
救
急
無
線

の
デ
ジ
タ
ル
化
が
完
了
し
、
消
防
本
部
で
運
用

開
始
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
消
防
・
消
防
団
車
両
に
無
線
機
を
整
備
し
、

災
害
時
の
無
線
通
信
体
制
が
円
滑
に
な
る
と
と

も
に
、
通
信
エ
リ
ア
が
拡
大
し
ま
し
た
。

　

式
に
は
同
消
防
組
合
管
理
者
の
牧
野
百
男
市

長
、
副
管
理
者
の
内
藤

俊
三
町
長
ら
約
40
人
が

出
席
し
、
内
藤
町
長
に

よ
る
試
験
通
話
や
、
デ

ジ
タ
ル
無
線
設
備
の
見

学
を
行
い
ま
し
た
。

　

4
月
15
日
、
鯖
江
・
丹
生
消
防
組
合
丹
生
分

署
で
ペ
ル
ー
に
送
る
消
防
ポ
ン
プ
車
の
贈
呈
式

が
行
わ
れ
、
同
組
合
副
管
理
者
の
内
藤
町
長
か

ら
福
井
県
ペ
ル
ー
協
会
の
清
川
会
長
に
贈
呈
用

の
鍵
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
消
防
ポ
ン
プ

車
は
越
前
消
防
団
越
前
地
区
第
2
分
団
に
先
月

ま
で
配
備
さ
れ
て
、
引
退
し
た
ば
か
り
で
し
た
。

清
川
会
長
は
「
手
入
れ

が
行
き
届
い
て
、
現
地

で
は
新
車
と
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
。
ペ

ル
ー
の
国
民
に
日
本
人

は
も
の
を
大
切
に
す
る

こ
と
を
伝
え
た
い
。」

と
感
謝
の
気
持
ち
を
述

べ
ま
し
た
。

　

3
月
25
日
か
ら
30
日
ま
で
、
岐
阜
県
各
務
原

市
で
、
第
46
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
ホ
ッ
ケ
ー

大
会
が
開
か
れ
、
福
井
県
か
ら
は
丹
生
高
校
男

子
ホ
ッ
ケ
ー
部
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

初
戦
は
岐
阜
各
務
野
高
校
に
2

1
、
2
回

戦
は
山
梨
県
山
梨
学
院
大
学
附
属
高
校
に
2

1
で
勝
利
し
、
準
決
勝
、
栃
木
県
今
市
高
校
と

の
対
戦
で
は
、
2

2
の
同
点
の
ま
ま
、
延
長

戦
で
も
勝
敗
が
つ
か
ず
、
シ
ュ
ー
ト
ア
ウ
ト
戦

ま
で
、
も
つ
れ
込
む
接
戦
と
な
り
ま
し
た
が
、

見
事
勝
利
し
、
決
勝
に
進
出
し
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
で
は
、
島
根
県
横
田
高
校
と
対

戦
、
0

0
の
同
点
の
ま
ま
で
、
2
試
合
連
続

シ
ュ
ー
ト
ア
ウ
ト
戦
ま
で
も
つ
れ
込
む
大
接
戦

を
繰
り
広
げ
、
2

3
で
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し

た
が
、
見
事
、
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

消
防
・
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
運
用
開
始

消
防
ポ
ン
プ
車
を
ペ
ル
ー
へ
寄
贈
し
ま
し
た

第
46
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
ホ
ッ
ケ
ー
大
会　

丹
生
高
校
男
子　

準
優
勝
！！

　

交
通
安
全
を
心
が
け
て
も
ら
お
う
と
、
鯖

江
交
通
安
全
協
会
・
鯖
丹
安
全
運
転
管
理
者
協

議
会
・（
一
社
）
福
井
県
自
家
用
車
協
会
鯖
丹

支
部
か
ら
、
小
学

校
新
一
年
生
と

中
学
校
新
一
年
生

の
皆
さ
ん
に
交

通
安
全
腕
章
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

児
童
・
生
徒
の

皆
さ
ん
は
、
真
剣

な
面
持
ち
で
腕
に

腕
章
を
着
け
て
い

ま
し
た
。

　

4
月
9
日
、
3
月
31
日
で
行
政
相
談
委
員
を

退
任
し
た
古
川
英
彦
さ
ん
へ
、
総
務
大
臣
感
謝

状
が
福
井
行
政
評
価
事
務
所
長
よ
り
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

古
川
さ
ん
は
平
成
9
年
か
ら
18
年
間
行
政

相
談
委
員
を
務

め
、
町
民
に
寄

り
添
っ
た
身
近

な
相
談
員
と
し

て
、
数
多
く
の

行
政
へ
の
不
満

や
苦
情
の
解
決

に
尽
力
し
て
き

ま
し
た
。

小
・
中
学
校
交
通
安
全
腕
章
配
布

行
政
相
談
員
感
謝
状

　

3
月
6
日
か
ら
8
日
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
フ

ロ
リ
ダ
州
オ
ー
ラ
ン
ド
で
開
か
れ
た
、
全
米
チ

ア
ダ
ン
ス
選
手
権
大
会
に
福
井
商
業
高
校
チ
ア

リ
ー
ダ
ー
部
「
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
」
の
一
員
と
し
て
小

川
絹
代
さ
ん
（
乙
坂
）
が
出
場
し
、
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
チ
ー
ム
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
部
門

で
三
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
部
門
は
、
全
米
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
米

国
チ
ー
ム
と
海
外
チ
ー
ム
で
競
い
、
ジ
ャ
ズ
、

ポ
ン
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
、
キ
ッ
ク
の
4
種
類
の

ダ
ン
ス
要
素
を
取
り
入
れ
、
創
造
性
や
表
現
力

を
評
価
す
る
大
会
で
す
。

　

今
年
は
、
爆
発
力
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
「
爆
」

を
テ
ー
マ
に
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
演
技
に
磨
き

を
か
け
て
出
場
し
、
見
事
そ
の
栄
冠
を
つ
か
み

ま
し
た
。
今
後
の
活
躍
に
も
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

　

3
月
26
日
か
ら
29

日
、
鶴
見
緑
地
球
技

場
（
大
阪
府
）
で
第

49
回
西
日
本
6
人
制

ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大

会
が
開
か
れ
、
福
井

県
か
ら
は
小
学
生
の

部
に
男
子
6
チ
ー

ム
・
女
子
3
チ
ー

ム
、
中
学
生
の
部
に

男
子
2
チ
ー
ム
・
女

子
3
チ
ー
ム
が
出
場

し
、
大
健
闘
し
ま
し

た
。
大
会
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

【
大
会
結
果
】

小
学
男
子
1
部

　

準
優
勝　

常
磐
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

小
学
男
子
2
部

　

優　

勝　

糸
生
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

小
学
女
子
1
部

　

優　

勝　

朝
日
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

小
学
女
子
2
部

　

準
優
勝　

朝
日
ガ
ー
ル
ズ

中
学
男
子
2
部

　

優　

勝　

朝
日
中
学
校

中
学
女
子
1
部

　

優　

勝　

朝
日
中
学
校

中
学
女
子
2
部

　

準
優
勝　

朝
日
ク
ラ
ブ

全
米
チ
ア
ダ
ン
ス
選
手
権
大
会

三
連
覇
！！

第
49
回
西
日
本
6
人
制
ホ
ッ
ケ
ー
選
手

権
大
会
で
越
前
町
4
チ
ー
ム
が
優
勝
！

【
試
合
結
果
】

1
回
戦

　

丹　

生　

２

１　

各
務
野

２
回
戦

　

丹　

生　

２

１　

山
梨
学
院
大
附
属

準
決
勝

　

丹　

生　

２

２　

今　

市

　

 

（
Ｓ
Ｏ　

４

２
）

決　

勝

　

丹　

生　

０

０　

横　

田

　

 

（
Ｓ
Ｏ　

２

３
）

　

4
月
24
日
に
召
集
さ
れ
た
平
成
27
年
第
1
回
越
前
町
議
会
臨
時
会
で
、
正
副
議
長
お
よ
び
議
会
選

出
監
査
委
員
、
各
委
員
会
の
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
決
ま
り
ま
し
た
。

木 

村　
　

 

繁

青 

柳　

良 

彦

安
井　

賢
二

◇
総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会 （
8
人
）

　

◎
山
野　

幹
夫　
　

○
山
本　

清
道

　
　

上
坂　

昭
夫　
　
　

北
島　

忠
幸

　
　

村
上　

義
人　
　
　

佐
々
木
一
郎

　
　
田
中
太
左
ヱ
門　
　
　

木
村　
　

繁

◇
産
業
土
木
常
任
委
員
会 （
6
人
）

　

◎
𠮷
村　

春
男　
　

○
齋
藤　
　

稔

　
　

安
井　

賢
二　
　
　

笠
原　

秀
樹

　
　

青
柳　

良
彦　
　
　

伊
部　

良
美

◇
議
会
運
営
委
員
会
（
6
人
）

　

◎
北
島　

忠
幸　
　

○
佐
々
木
一
郎

　
　

𠮷
村　

春
男　
　
　

安
井　

賢
二

　
　

山
野　

幹
夫　
　
　
田
中
太
左
ヱ
門

◇
議
会
広
報
特
別
委
員
会 （
8
人
）

　

◎
佐
々
木
一
郎　
　

○
田
中
太
左
ヱ
門

　
　

𠮷
村　

春
男　
　
　

安
井　

賢
二

　
　

上
坂　

昭
夫　
　
　

村
上　

義
人

　
　

青
柳　

良
彦　
　
　

齋
藤　
　

稔

　

議　

長

　

副
議
長

　

議
会
選
出
監
査
委
員

　

委
員
会
構
成　
◎
：
委
員
長
○
：
副
委
員
長

議
長
就
任
の
ご
挨
拶

越
前
町
議
会
議
長　

木
村　
　

繁

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
町
議
会
に
対

し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
私
た
ち
は
、
去
る
4
月
24
日
の
臨

時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に

よ
り
、
議
長
、
副
議
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
誠

に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
職

責
の
重
大
さ
を
痛
感
し
、
身
が
引
き
締
ま
る
思

い
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
は
戦
後
70
年
を
迎
え
、
人
口

減
少
や
経
済
問
題
な
ど
様
々
な
課
題
が
同
時
期

に
重
な
る
、
ま
さ
に
時
代
の
大
転
換
期
に
あ
り
、

ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
も
従
来
の
発
想
や
考
え

方
を
大
き
く
見
直
し
て
い
く
こ
と
が
、
今
、
求

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
越
前
町

の
将
来
を
展
望
し
、
よ
り
一
層
の
創
意
工
夫
と

努
力
を
積
み
重
ね
る
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
様

が
住
み
慣
れ
た
地
域
の
中
で
、
安
全
で
安
心
し

て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め

に
、
議
会
の
機
能
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
い
く

こ
と
が
、
私
た
ち
議
員
の
使
命
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
町
民
の
代
表
と
し
て
信
頼
さ
れ

る
議
会
を
目
指
し
、
様
々
な
課
題
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

新
し
い
議
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た

◇
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会 （
14
人
全
員
）

　

◎
木
村　
　

繁　
　

○
青
柳　

良
彦

◇
原
子
力
発
電
安
全
対
策
特
別
委
員
会
（
14
人
全
員
）

　

◎
木
村　
　

繁　
　

○
青
柳　

良
彦

▲小学女子1部優勝の皆さん▲中学女子1部優勝の皆さん

▲最上段左から3番目が小川絹代さん

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s
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議　会
議会事務局長
梅野秀一

次長
河合純子

総務課
課長
佐々木大輔

課長補佐（人事）
友広家延

課長補佐（行政）
原　雅哉

課員
杉森　匡・山﨑充晃・清水拓郎
髙木浩輔・中島悠太

企画財政課
課長
畑　雅樹

課長補佐
佐々木直人

課員
佐々木貴久・安井正樹・中西亜由美
坂下由美子

監理課
課長
杉本恭伸

課長補佐（入札・検査）
井上義宣
課長補佐（施設）
水島博之

課員
久保義治・山内了輔・伊部茂幸
佐々木桂子・藤田智広・古﨑竜司

防災安全課 課長
酒井英則

課長補佐
山口隆司

課員
小山さとみ・宮永裕次・畑　優器・松田貴之

住民環境課
課長
奥谷富治子

課長補佐(住民)
鈴木恵美
課長補佐（環境）
北野宗昭

課員
川嶋孝史・森下亜希子・森下千尋
佐々木岳大・間之口翠・鈴木亜紀子
黒田麻里・駒野裕子・山田朋美

福祉課

課長
吉田純子

課長補佐（社会福祉）
吉田直子
課長補佐（児童福祉）
宮川泰昌
課長補佐（高齢福祉）
中村あい

課員
後藤邦枝・上山和美・安井俊幸
見谷理奈・和田幸也・上野孝則
渡辺大作・堀内文夫・宮﨑みか

ホームヘルパー（兼）
網渕美春

町長公室 室長（兼）
佐々木大輔

室長補佐
伊部由三

課員
小道世知紀・菱谷祐子

運転手
松村　修

男女共同
参画・人権室

室長（兼）
奥谷富治子

室長補佐(兼)
鈴木恵美

課員（兼）
間之口翠・山田朋美

朝日コミュニティ
センター

センター長（兼）
畑　雅樹

センター長補佐（兼）
佐々木直人

課員（兼）
佐々木貴久

地域創生室 室長（兼）
畑　雅樹

室長補佐
岡山克大

課員
青山晴彦

課員（兼）
中西亜由美

書記
笠川晃央

総務理事
渡邉照夫

町　長
内藤俊三

副町長
野　賢一

民生理事
来田秋生

朝日中央
保育所

所長
佐藤千津子

保育士
竹内喜美・青山美智代・谷口育代
小荒繁美・堀　京子・金本芳恵
近藤泰子

朝日西
保育所

所長
渡邉みき代

保育士
牧野由美恵・青山裕美・鈴木知恵

調理員
冨田とみゑ

朝日南
保育所

所長
玉邑弘子

保育士
芝田優子・三村彰信・永谷沙織

調理員
青山みや子

総　
　
　
　

務　
　
　
　

部　
　
　
　

門

民　
　

生　
　

部　
　

門

室長
近藤由美子

室長補佐
佐々木由里

課員
佐々木ひとみ・武田喜之・高原健二
小山喜世美

宮崎住民
サービス室

センター長（兼）
近藤由美子

センター長補佐（兼）
佐々木由里

課員（兼）
佐々木ひとみ・武田喜之・高原健二
小山喜世美

宮　崎
コミュニティ
センター

室長
石田和也

室長補佐
小河宗基

課員
福澤秀一・中倉京子・柴矢昌美
正木俊行・増田佑馬
事務補助員
道畑直和

事務補助員（兼）
道畑直和

越前住民
サービス室

センター長（兼）
石田和也

センター長補佐（兼）
小河宗基

課員（兼）
福澤秀一・中倉京子・柴矢昌美
正木俊行・増田佑馬

越　前
コミュニティ
センター

室長
宇野與市郎

室長補佐
山口和美

課員
森﨑さゆり・森﨑千春・佐々木浩子
水島美奈・上平圭太

織田住民
サービス室

センター長（兼）
宇野與市郎

センター長補佐（兼）
山口和美

課員（兼）
森﨑さゆり・森﨑千春・佐々木浩子
水島美奈・上平圭太

織　田
コミュニティ
センター

平　成　27　年　度　行　政　組　織　図 平成26年度予算の下半期（3月31日現在）の執行状況などをお知らせします。

一般会計の収支の状況

特別会計・事業会計の収支の状況 財産の現在高

予算規模

会　　計 当初予算額 補正予算額 予算現額

一般会計 122億1,950万円 12億4,291万5千円 134億6,241万5千円

特別会計 67億3,290万7千円 4,960万5千円 67億8,251万2千円

事業会計 12億7,822万2千円 △183万8千円 12億7,638万4千円

合　　計 202億3,062万9千円 12億9,068万2千円 215億2,131万1千円

科　　　　目 予算現額
A

収入済額
B

収入率
B／A

町 税 2,149,104 2,326,880 108.3%
地 方 譲 与 税 等 406,795 411,300 101.1%
地 方 交 付 税 6,201,323 6,526,581 105.2%
交通安全対策特別交付金 1,700 1,726 101.5%
分 担 金 及 び 負 担 金 337,340 319,770 94.8%
使 用 料 及 び 手 数 料 81,380 80,954 99.5%
国 庫 支 出 金 1,012,603 885,859 87.5%
県 支 出 金 1,163,180 638,841 54.9%
財 産 収 入 95,736 68,564 71.6%
寄 附 金 2,101 2,042 97.2%
繰 入 金 54,702 54,694 99.9%
繰 越 金 711,926 711,926 100.0%
諸 収 入 175,925 109,288 62.1%
町 債 1,068,600 0 0.0%
歳　 入　 合　 計 13,462,415 12,138,425 90.2%

会　計　名 予算現額
A

収入済額
B

収入率
B/A

支出済額
C

支出率
C/A

国民健康保険事業 2,368,357 2,142,787 90.5% 2,203,796 93.1%
介 護 保 険 事 業 2,319,465 1,907,796 82.3% 2,062,648 88.9%
後期高齢者医療事業 231,630 230,217 99.4% 207,222 89.5%
簡 易 水 道 事 業 483,409 279,522 57.8% 447,685 92.6%
公 共 下 水 道 事 業 817,352 296,805 36.3% 709,290 86.8%
集 落 排 水 事 業 353,514 139,280 39.4% 335,969 95.0%
温 泉 事 業 16,589 16,841 101.5% 12,432 74.9%
農林漁業体験実習館事業 29,460 15,864 53.8% 24,326 82.6%
土地区画整理事業 162,736 69,896 43.0% 147,547 90.7%
合　　　　　計 6,782,512 5,099,008 75.2% 6,150,915 90.7%

種　　　　　別 現在高

公  

有  

財  

産

土 地 2,758,133㎡
建 物 206,672㎡
山 林 1,629,476㎡
物 権 17,501㎡
有 価 証 券 1,500千円
出資による権利 642,364千円

基
金
一 般 会 計 6,120,933千円
特 別 会 計 91,353千円

町債の現在高

区　　　　　分 現在高
一 般 会 計 9,581,272千円

特
別
会
計

簡易水道事業 2,468,771千円
公共下水道事業 3,296,913千円
集落排水事業 1,493,765千円
温 泉 事 業 4,000千円

事
業
会
計

上 水 道 事 業 2,272,987千円
国民健康保険病院事業 861,006千円
合　　　　　計 19,978,714千円

会 計 名 区　分
収　　　入 支　　　出

予算現額
A

収入済額
B

収入率
B／A

予算現額
C

支出済額
D

支出率
D／C

上水道事業
収益的収支 298,325 167,997 56.3% 281,322 172,661 61.4%
資本的収支 22,780 5,724 25.1% 161,793 142,749 88.2%
合　　計 321,105 173,721 54.1% 443,115 315,410 71.2%

国民健康保
険病院事業

収益的収支 304,901 305,332 100.1% 304,901 298,405 97.9%
資本的収支 457,829 218,499 47.7% 528,368 285,776 54.1%
合　　計 762,730 523,831 68.7% 833,269 584,181 70.1%

※資本的収入が資本的支出に対し不足する分は損益勘定留保資金などで補てんしました。

科　　　目 予算現額
A

支出済額
B

支出率
B／A

議 会 費 109,064 107,757 98.8%
総 務 費 1,318,776 1,155,459 87.6%
民 生 費 3,440,753 2,817,043 81.9%
衛 生 費 994,542 649,786 65.3%
労 働 費 44,064 43,646 99.1%
農 林 水 産 業 費 936,011 564,369 60.3%
商 工 費 1,138,649 984,673 86.5%
土 木 費 1,246,742 491,883 39.5%
消 防 費 492,148 472,090 95.9%
教 育 費 1,134,898 1,052,469 92.7%
公 債 費 1,898,713 1,897,594 99.9%
諸 支 出 金 672,992 672,643 99.9%
予 備 費 10,000 0 0.0%
災 害 復 旧 費 25,063 24,895 99.3%
歳 出 合 計 13,462,415 10,934,307 81.2%

■歳入 （単位：千円）

■特別会計の収支の状況 （単位：千円）

■事業会計の収支の状況 （単位：千円）

■歳出 （単位：千円）

　平成26年度の「一般会計、特別会計、
事業会計の予算規模、収支の状況」と「財
産、町債の現在高」をお知らせします。
　収支の状況は3月31日現在の状況であ
り、出納整理期間（4月1日から5月31日
まで）の収支は含まれていませんので、
決算状況とは異なります。
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学校教育課

課長
黒田三博

課長補佐
臥龍岡尊哉 

課員
岡田寿子・山田幸一・木原千晶
内藤　諭・下仲順子・モハマドシャイリル
指導主事
山野裕子・渡邉進午

生涯学習課
課長
上坂明子

課長補佐
稲田明美
課長補佐
岡田正一

課員
髙木裕見子・小西智弘・牧田千佳
大鎌延浩・久保伶奈

スポーツ
振興課

課長
滝本正美

課長補佐
中上由美

課員
上坂佳一・水野義之・竹内美幸
加藤条太郎・三谷元騎

国　際
交流室

室長（兼）
黒田三博

室長補佐（兼）
臥龍岡尊哉 

課員（兼）
下仲順子・モハマドシャイリル

朝日
学校給食
センター

所長（兼）
黒田三博
次長（兼）
臥龍岡尊哉 

調理員
宮川幸代・進士利栄・橋本弘美
相馬はるみ・大川好枝・田中久美子
京藤直美

生涯学習
センター

所長（兼）
上坂明子

課長補佐(兼)
稲田明美

課員（兼）
髙木裕見子・小西智弘・牧田千佳
大鎌延浩・久保伶奈

文　化
歴史館

館長（兼）
上坂明子

館長補佐
左近昭博

学芸員
堀　大介・小辻陽子・村上雅紀

図書館
館長
上坂光弘

司書
堤　和代

生涯学習センター
宮崎分館

館長(併)
近藤由美子

館長補佐(併)
佐々木由里

課員（併）
佐々木ひとみ・武田喜之・高原健二
小山喜世美

図書館
宮崎分館

館長（兼）
上坂光弘

司書
文室小百合

図書館
越前分館

館長（兼）
上坂光弘

司書
阿部祥子

図書館
織田分館

館長（兼）
上坂光弘

司書
安井明希子

生涯学習センター
越前分館

館長（併）
石田和也

館長補佐（併）
小河宗基

課員（併）
福澤秀一・中倉京子・柴矢昌美
正木俊行・増田佑馬
事務補助員(併)
道畑直和

生涯学習センター
織田分館

館長（併）
宇野與市郎

館長補佐（併）
山口和美

課員（併）
森﨑さゆり・森﨑千春・佐々木浩子
水島美奈・上平圭太

宮崎
学校給食
センター

所長（兼）
黒田三博
次長（併）
佐々木由里

調理員
吉田くみえ・木原ひとみ
西野ひとみ

越前
学校給食
センター

所長（兼）
黒田三博
次長（併）
小河宗基

運転手
神谷宗典

調理員
掃部満寿美・磯網美代子
調理員（兼）
神谷宗典

織田
学校給食
センター

所長（兼）
黒田三博
次長（併）
山口和美

運転手
三田村保夫

調理員
森川陽子・渡辺奈保美
調理員（兼）
三田村保夫

教　
　
　
　
　
　

育　
　
　
　
　
　

委　
　
　
　
　
　

員　
　
　
　
　
　

会

宮　崎
小学校

用務員
小倉美鶴

城　崎
小学校

用務員
濱野恵子

越　前
中学校

用務員
水嶋万寿美

朝　日
中学校

用務員
馬谷まり子

教育委員会事務局長

三田村和久

教育長

荒　明義

福井県
大橋伸也

（一社）越前町観光連盟
菅原辰彦・新谷　満
毛利裕昭

（一財）越前町公共施設管理公社
木村美枝子・青山秋彦
松本　淳・早坂英介
石川智美・前田彰治

鯖江広域衛生施設組合
中村弘和

福井県地方税滞納整理機構（兼）
西　益男

福井県後期高齢者医療広域連合
渡邉三峰子

福井県丹南広域組合
河合　智・小辻和正

派 遣 職 員

税　務　課
課長
木本加代子

課長補佐(課税)
藤﨑健一
課長補佐(納税)
轟久美子

課員
竹澤朋恵・山田宗治・大矢康一
髙松千鶴・高原利則・西　益男
木村良太・川端雅旭・竹内史哉

会　計　課 課長
山下和信

課長補佐
菅原多恵 

課員
藤野祐子

課長
佐々木靖郎

課長補佐(農政)
谷口浩之
課長補佐(農林)
松村徹治
課長補佐(水産)
津田豊申

課員
佐々木幸恵・森﨑晃次・水島友樹
木原尚裕・三七広樹・坂下哲哉
森下智晴・橘　研吾・吉田卓矢農林水産課

課長
水谷英一

課長補佐(上水)
上坂健一
課長補佐(下水)
林　康彦

課員
阪下倫夫・竹内敏雄・黒﨑一哉
牧田茂晴・浜野宏次・大鎌瑞奈
幸山流気

上下水道課

課長
牧田芳広

課長補佐(住宅政策)
荒井基志
課長補佐(移住定住)
林　和美

課員
尾澤正章・中村英哲・鷲田久憲
下仲　翔・堤　真穂定住促進課

課長
山谷芳一

課長補佐
清水英一

課員
北島崇行・野　哲治・水嶋康志郎
飛田莉奈江

商工観光課

就労支援室 室長（兼）
山谷芳一

室長補佐
髙木剛彦

課員
牛若千鶴

課員(兼)
飛田莉奈江

産業理事
出口俊一

建設理事
上野三千男

会計管理者
武藤幹雄

宮崎中央
保育所

所長
清水幸子

保育士
西村千香子・松葉雪枝・月田有香
谷口万絵・木下祐子

小曽原
保育所

所長
井上佳津代

保育士
高原律子・福岡沙織・与坂悠子
三田村あずさ

朝　日
児童館

館長（兼）
吉田純子

次長心得
田邉香織

宮　崎
児童館

館長
上野正枝

朝日北
保育所

所長
宮川和代

保育士
北島優子・中山貴世・齋藤忠良
佐々木葵・酒井基圭

調理員
齊藤ひろみ

地域包括
支援センター

所長（兼）
上野笑子

次長
黒田とみ子

保健師
谷﨑美香世
ホームヘルパー
掃部智子

介護福祉士
水島由紀

健康保険課

課長
上野笑子

課長補佐
（国保・年金・後期高齢）

水嶋敬子

課員
牧野正克・水島伸也・松島顕子・山﨑美保子
谷口悦子

課長補佐（介護）
古川智巳

保健師
木下里美・髙島幸恵・岡田明代・南　七恵
栄養士
榎本博美
事務補助員
春木明美・川上清恵
ホームヘルパー
高橋浩子・網渕美春

介護福祉士
姉﨑加奈子

建　設　課

課長
加藤昭宏

課長補佐(朝日･宮崎)
齋藤健治

課員
河瀬慎人・毛利章憲・大橋直人
山本周二良・木村宏光・齋藤　尭
西端沙紀
技術補助員
小川　茂

課長補佐(越前･織田)
佐々木訟覚

民　
　
　
　
　

生　
　
　
　
　

部　
　
　
　
　

門

産　

業　

部　

門

建　

設　

部　

門

会 

計 

部 

門

朝日子育て
支援センター

所長（兼）
吉田純子

次長心得（兼）
田邉香織

宮崎子育て
支援センター

所長（兼）
上野正枝

課長補佐（健康増進）
出口博美
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町からのお知らせ



　

越
前
町
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
不
登
校
の

児
童
生
徒
を
支
援
す
る
た
め
に
「
は
ば
た
き
教
室
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
こ
の
教
室
で
は
、
な
ご
み

の
活
動
・
自
己
肯
定
感
の
育
成
・
学
習
の
支
援
等

を
行
っ
て
、
学
校
へ
の
復
帰
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
悩
み
等
を
抱
え
て
い
る
保
護
者
等
を
支
援

す
る
た
め
に
「
教
育
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
者
に
寄
り
添
い
、
問
題
の
緩
和
や
早
期
解
消

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
ず
は
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

対　

象

　

小
・
中
学
生
、
保
護
者

受
付
時
間

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

の
午
前
9
時
か
ら
午
後

2
時
（
祝
日
・
年
末
年

始
を
除
く
）

問
合
せ
先

　

学
校
教
育
課

　

☎
３
４‒

８
７
１
６

越
前
町
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

「
は
ば
た
き
教
室
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

教育支援室名 場　　　所 電話番号 教育相談員
朝日教育支援室 越前町生涯学習センター

☎34‒8718 松山文雄
宮崎教育支援室 宮崎コミュニティセンター
越前教育支援室 越前コミュニティセンター

☎36‒2237 小柳千代
織田教育支援室 織田コミュニティセンター

　

交
通
安
全
協
会
で
は
運
転
免
許
を
持
っ
て

い
る
人
を
対
象
に
、
交
通
事
故
防
止
と
運
転
マ

ナ
ー
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
講
習
会

を
行
い
ま
す
。

※
当
日
は
受
講
カ
ー
ド
を
必
ず
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
表
彰
の
申
請
を
す
る
場
合
、
5
年

間
に
3
回
以
上
（
1
年
に
1
回
）
の
受
講
が

必
要
で
す
。

開
催
地
区　

越
前
地
区

日　
　

時　

5
月
22
日
㈮

　
　
　
　
　

午
後
7
時
か
ら
8
時
30
分

場　
　

所　

越
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
先　

鯖
江
交
通
安
全
協
会

　
　
　
　
　

☎
５
２‒

８
０
４
０

運
転
者
講
習
会
を
受
講
し
よ
う
！

5
月
11
日
㈪
〜
20
日
㈬

　

交
通
事
故
死
亡
数
の
半
数
は
高
齢
者
が
占
め

て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
皆
さ
ん
、
自
転
車
の
運

転
に
十
分
注
意
し
て
、
交
通
事
故
防
止
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
子
ど
も
と
そ
の
保
護

者
の
皆
さ
ん
も
登
下
校
を
は
じ
め
、
交
通
ル
ー

ル
を
家
族
で
話
し
合
い
、
事
故
に
あ
わ
な
い
よ

う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●

5
月
20
日
は
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す

日
」
で
す
。
子
ど
も
と
高
齢
者
に
や
さ
し
い

運
転
で
交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
！

問
合
せ
先　

防
災
安
全
課　

☎
３
４‒

８
７
２
１

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　平成26年度のふるさと納税制度による寄附金は、下記のとおりでした。ふるさと越前町を想う皆さまからの温か
いご寄附に心から感謝いたします。

■ふるさと納税枠（控除上限額）が拡大されました。
　2,000円を除く全額が控除されるふるさと納税
（寄附）枠が、現行の約2倍に拡充されました。

（H27.1.1以降のふるさと納税から対象）

■ 「ふるさと納税ワンストップ特例制度」の創設で、
手続きが簡素化されました。

　確定申告が不要な給与所得者等について、ふるさと納税
をされる自治体数が５つまでの場合で確定申告を行わない
場合に限り、ふるさと納税をする際に、ふるさと納税先の
自治体に特例の申請をすることにより、ふるさと納税に係
る寄附金控除がワンストップで受けられる特例的な仕組み
（ふるさと納税ワンストップ特例制度）が創設されました。
ふるさと納税を受けた自治体から、寄附金税額控除に必要
な情報を住所地の自治体に通知いたしますので、寄附金控
除の確定申告が必要ありません。

（H27.4.1以降のふるさと納税から適用）

【留　意　事　項】
•ふるさと納税ワンストップ特例制度の申請は、申請書
に記入のうえ、ふるさと納税をする際に、ふるさと納
税先自治体へ提出することが必要です。

•転居による住所の変更など申請書の内容に変更があっ
た場合、納税をした翌年の1月10日までに、変更届出
書をふるさと納税先自治体に提出することが必要です。

•5つを超える自治体へふるさと納税をした方、又は確定
申告を行う方は控除を受けるためには、引き続き確定
申告への記載が必要です。

•ふるさと納税ワンストップ特例の適用を受ける場合は、
所得税からの還付は発生せず、個人住民税からの控除
で税の軽減が行われます。

給与所得者、夫婦（注）の場合
（注） ふるさと納税した方の配偶

者に収入がなく、控除対象
扶養者がいないケース

　平成26年度は、教育の充実のための事業に100万円を活用させていただきました。

事業名 ①都市と農山漁村との
交流のための事業

②観光の振興のため
の事業

③教育の充実のため
の事業 ④使途を指定しない 合　　計

寄附件数 0件 3件 6件 29件 38件
寄附金額 0円 10,000円 575,000円 1,456,500円 2,041,500円

越前町ふるさと再生寄附金について

平成27年度より、ふるさと納税制度が拡充されました

■越前町ふるさと大使カード協賛店への登録をお願いします
　越前町にふるさと納税（寄附）をしていただいた人を「越前町ふるさと大使」として登録し、ふるさと大使カー
ドを発行しています。このふるさと大使カードを協賛店で提示すると、各種特典を受けることができるとしており、
この趣旨にご賛同頂ける協賛店を募っています。
協賛店として登録いただくと、越前町のホームページに
て、店舗・施設の紹介をさせていただきます。（登録は
無料、随時受付けております。）
ぜひとも、協賛店への登録をお願いします。
申　　込　ホームページから「越前町ふるさと大使登録

申込書」をダウンロードの上、郵送・FAX・
メールでお申込みください。
申込書とは別途に、店舗・施設の写真、150
字程度の紹介文もご提供ください。

問合せ先　企画財政課　☎34‒8702

寄附者
越前町ふるさと大使

①寄附

イメージ

協賛店の登録

随時　協賛店申込

④特典・サービス
　の提供

②お礼状・記念品
　ふるさと大使カード
　定期的な広報の送付

③協賛店
　の利用

町内施設
越前町ふるさと大使協賛店越前町

　

3
月
31
日
付
け
で
教
育
委
員
会
委
員
に
寺
阪
眞
さ
ん
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
開
催
さ
れ
た
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
委
員
長
、
職
務
代
理
者
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ

れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　
　
　

委
員
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

委
員
長
職
務
代
理
者

　
　
　
　

寺
阪
　

眞
（
内
郡
）　　
　
　
　
　
　
　

春
木
誠
一
（
内
郡
）

　

4
月
か
ら
新
た
に
23
人
の
先
生
が
町
外
か
ら
着
任
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

新　

赴　

任

職　
　

名

氏　
　
　

名

旧　
　
　

所　
　
　

属

朝
日
小
学
校

教　
　

諭

谷　

野　

聖　

奈

永
平
寺
町

松
岡
中
学
校

〃

教　
　

諭

上　

坂　

拓　

也

福
井
市

灯
明
寺
中
学
校

〃

教　
　

諭

中　

村　

洋　

太

新
採
用

糸
生
小
学
校

教　
　

諭

髙　

橋　

直　

子

福
井
市　

中
藤
小
学
校

宮
崎
小
学
校

教　
　

諭

山　

本　

幹　

也

福
井
市

足
羽
中
学
校

〃

教　
　

諭

竹　

内　

義　

博

越
前
市

南
越
中
学
校

〃

教　
　

諭

伊　

澤　

英　

美

新
採
用

四
ヶ
浦
小
学
校

教　
　

諭

清　

水　

賢　

徳

福
井
市

清
水
西
小
学
校

〃

教　
　

諭

辻　

本　

直　

道

新
採
用

〃

養
護
教
諭

氏　

家　

更　

紗

新
採
用

城
崎
小
学
校

教　
　

諭

松　

山　

澄　

代

福
井
市　

清
水
東
小
学
校

織
田
小
学
校

教　
　

諭

稲　

倉　

佑　

真

大
野
市

開
成
中
学
校

萩
野
小
学
校

校　
　

長

田　

賀　

秀　

子

鯖
江
市

東
陽
中
学
校

〃

教　
　

諭

荒　

井　

奈
菜
江

新
採
用

朝
日
中
学
校

教　
　

諭

高　

田　

直　

希

鯖
江
市　

片
上
小
学
校

〃

教　
　

諭

野　

村　

真　

吾

坂
井
市

丸
岡
南
中
学
校

〃

教　
　

諭

福　

田　

泰　

子

大
野
市

陽
明
中
学
校

〃

教　
　

諭

宮　

本　

絢　

矢

新
採
用

宮
崎
中
学
校

教　
　

頭

西　

野　

浩　

美

鯖
江
市

中
河
小
学
校

越
前
中
学
校

教　
　

諭

笛　

吹　

典　

代

新
採
用

織
田
中
学
校

教　
　

諭

青　

木　

礼　

史

鯖
江
市　

東
陽
中
学
校

〃

教　
　

諭

永　

井　

良　

次

敦
賀
市　

松
陵
中
学
校

〃

栄
養
教
諭

辻　
　
　

さ
と
み

池
田
町　

池
田
中
学
校

年　収

全額控除される
ふるさと納税額の目安

※2,000円を除く

拡　充　前 → 拡　充　後

300万円 12,000円 → 23,000円

500万円 30,000円 → 59,000円

700万円 55,000円 → 108,000円

広報 えちぜん 10平成27年５月号

I n f o r m a t i o nえちぜん
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町からのお知らせ



6
月
1
日
㈪
は
人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す
。

自
分
の
人
権
、他
人
の
人
権
守
ら
れ
て
い
ま
す
か
？

　

期
間
中
、
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
り
、

困
り
ご
と
や
心
配
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
わ
か
り
や
す

く
親
切
に
行
わ
れ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

平
成
27
年
10
月
1
日
を
基
準
日
と
し
て
、
平

成
27
年
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

町
で
は
、
調
査
の
実
施
に
あ
た
り
、
調
査
員

を
募
集
し
ま
す
。 

応
募
資
格

　

⑴
20
歳
以
上
の
健
康
な
人

　

⑵
調
査
で
知
り
得
た
秘
密
が
守
れ
る
人

　

⑶
税
務
・
警
察
・
選
挙
に
直
接
関
係
の
な
い
人

業
務
期
間

　

8
月
中
旬
〜
10
月
中
旬

業
務
内
容

　

⑴
調
査
員
説
明
会
へ
の
参
加

　

⑵
担
当
調
査
区
の
確
認

　

⑶
調
査
に
対
す
る
説
明
と
調
査
書
類
の
配
布

　

⑷
調
査
書
類
の
回
収

　

町
で
は
、
未
婚
率
上
昇
の
抑
制
や
若
者
の
本

町
へ
の
定
住
促
進
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
「
若
者
出
会
い
交
流
応
援
事
業
」
を
実
施

し
ま
す
。

　

町
内
か
ら
柔
軟
な
発
想
に
よ
る
幅
広
い
企
画

提
案
を
募
集
し
、
審
査
を
経
て
採
択
さ
れ
た
企

画
を
実
施
す
る
団
体
に
補
助
金
を
交
付
す
る
こ

と
で
、
独
身
者
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
新
た
な

出
会
い
の
場
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
福
祉
課
ま
で
お
問
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

支
援
の
対
象
と
な
る
団
体
の
要
件

　

町
内
に
活
動
の
本
拠
地
を
有
し
、
営
利
を
目

的
と
せ
ず
に
結
婚
支
援
活
動
を
行
う
団
体

募
集
件
数
お
よ
び
補
助
金
額

　

１
件
（
応
募
複
数
の
場
合
、
審
査
を
行
う
）

　

10
万
円
を
上
限
と
す
る

支
援
対
象
と
な
る
事
業

　

・
独
身
男
女
の
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
事
業

　

・
独
身
男
女
の
交
流
を
促
進
す
る
事
業

申
込
期
限

　

５
月
29
日
㈮

問
合
せ
先　

福
祉
課　

☎
３
４ｰ

８
７
２
５

日　

時　

6
月
1
日
㈪

　
　
　
　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

場　

所　

織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

相
談
員　

丹
生
地
区
人
権
擁
護
委
員

　

期
間
中
は
小
学
生
人
権
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス

ト
の
作
品
を
織
田
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
メ

ル
シ
の
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま
す
。（
5
月
24
日

〜
6
月
1
日
）

問
合
せ
先　

男
女
共
同
参
画
・
人
権
室

☎
３
４‒

８
７
１
５

　

⑸
調
査
書
類
の
整
理
と
提
出

報　
　

酬

　

国
の
基
準
に
基
づ
き
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

1
調
査
区
あ
た
り
３
０
，０
０
０
円
程
度

※
金
額
は
担
当
す
る
調
査
区
、
調
査
世
帯
数

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

応
募
方
法

　

登
録
申
請
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

越
前
町
役
場
総
務
課
に
郵
送
、
ま
た
は
ご
持
参

く
だ
さ
い
。（
申
請
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

募
集
期
間

　

4
月
6
日
㈪
〜
5
月
15
日
㈮

問
合
せ
先　

総
務
課　

☎
３
４‒

８
７
０
０

趣　
　

旨

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
す
べ
て

の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し

た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪

や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る

全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

標
語
・
作
文
の
募
集
は
、
次
代
を
担
う
少
年

た
ち
に
、
非
行
問
題
な
ど
に
関
し
て
日
ご
ろ
考

え
て
い
る
こ
と
や
体
験
し
た
こ
と
を
表
現
す
る

こ
と
で
、
本
運
動
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
併

せ
て
こ
れ
ら
の
作
品
の
広
報
を
通
し
て
町
民
の

関
心
を
高
め
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
ね
ら
い

と
し
ま
す
。

主　
　

催

　

第
65
回
”社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
“

　

越
前
町
推
進
委
員
会

募
集
規
定

⑴
対　

象

・
標
語
、
作
文
と
も
町
内
に
住
所
を
有
す
る
か

勤
務
す
る
人

⑵
原　

稿

・
標
語
、
作
文
と
も
原
稿
用
紙
と
し
、
作
文
は

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
3
〜
5
枚
と
し

ま
す
。

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

平
成
27
年
国
勢
調
査　

調
査
員
を
募
集
し
ま
す

若
者
出
会
い
交
流
応
援
事
業
実
施
団
体
の
募
集

第
65
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
標
語
・
作
文
募
集

・
応
募
は
そ
れ
ぞ
れ
ひ
と
り
１
点
と
し
ま
す
。

・
標
語
お
よ
び
作
文
と
も
に
未
発
表
の
も
の
に

限
り
ま
す
。

⑶
締
切
り　

6
月
5
日
㈮
必
着

⑷
提
出
先

　

男
女
共
同
参
画
・
人
権
室
内

　
”社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
“
越
前
町
推
進
委
員
会

審　
　

査

　

推
進
委
員
会
に
設
置
す
る
「
標
語
・
作
文
審

査
委
員
会
」
が
行
い
ま
す
。

表　
　

彰

⑴
標
語
・
作
文
と
も
に
概
ね
最
優
秀
賞
１
点
、

優
秀
賞
3
点
と
し
ま
す
。

⑵
表
彰
は
、
7
月
下
旬
開
催
予
定
の
推
進
委
員

会
の
席
上
に
て
行
い
ま
す
。

そ
の
他

　

作
品
の
著
作
権
、
版
権
な
ど
は
推
進
委
員
会

に
帰
属
し
、
返
却
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

作
文
は
、
1
枚
目
の
1
行
目
に
題
名
を
、
2

行
目
に
氏
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　

標
語
・
作
文
共
に
氏
名
に
は
ふ
り
が
な
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

男
女
共
同
参
画
・
人
権
室

☎
３
４‒

８
７
１
５

　

男
女
共
同
参
画
・
人
権
室
で
は
、「
認
め
合
い
男ひ

女と

の
心
を
つ
な
ぐ

ま
ち
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
学
校
や
地
域
で
の
気
づ
き
事
業
を
始
め

い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
事
業
を
ま
と
め
た
「
気
づ
き
事
業
報
告
集
」
と
「
年
次

報
告
書
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
希
望
者
は
、
男
女
共
同
参
画
・
人
権

室
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

男
女
共
同
参
画
・
人
権
室　

☎
３
４‒

８
７
１
５

さ
あ
！
は
じ
め
よ
う
「
認
め
合
い
」

　畜犬（飼い犬）は法律により、登録と年1回の狂犬病予防注射が義務付けられています。下記日程にて町内各地で狂犬
病予防集合注射を実施します。動物病院で、狂犬病予防注射の接種および注射済票の交付がまだの人は、いずれかの
場所で必ず受けてください。
持 参 物　1　印鑑
　　　　　2　登録・注射に必要な料金
　　　　　3　案内ハガキ
　　　　　4　狂犬病予防注射済証明書
　　　　　　　（既に注射を済ませた場合）
料　　金　新たに登録する犬　6,000円
　　　　　既に登録済みの犬　3,000円
　　　　　既に注射、登録済みの犬　550円
問合せ先　住民環境課　☎34‒8708

　国民年金の保険料は、性別・年齢・所得に関
係なく定額です。
　納付期限は、法令で「納付対象月の翌月末日」
と定められています。
　保険料は納付期限までに納めてください。
　保険料は、前納（前払い）すると割引きが適用されるのでおトクです。
　割引額は前納する期間や納付方法によって異なります。
　詳しくは、日本年金機構のホームページ（国民年金保険料）をご覧ください。

犬の登録と狂犬病予防注射を受けてください！

国民年金の保険料について

第1号被保険者
定額保険料

月額　15,590円
（平成27年度額）

加入者が必ず納める保険料です。
（毎年度金額が変わります。）

第2号被保険者
第3号被保険者 個別に国民年金の保険料を納める必要はありません。

月　日 実　　施　　場　　所 時　　　間

5月13日㈬

朝寿殿前駐車場 9：00～ 10：30
小倉多目的集会施設 11：00～ 12：00
宮崎コミュニティセンター 13：30～ 15：00
若竹荘西側駐車場 15：30～ 16：30

5月20日㈬

越前サブコミュニティセンター 9：00～ 10：00
越前コミュニティセンター 10：30～ 12：00
萩野生活改善センター 13：30～ 14：30
織田コミュニティセンター 15：00～ 16：30

問合せ先
健康保険課　☎34‒8710

　

1
セ
ッ
ト
１
３
，０
０
０
円
分
（
１
，０
０
０

円
券
×
13
枚
綴
）
を
１
０
，０
０
０
円
に
て
販

売
し
ま
す
。
30
％
の
プ
レ
ミ
ア
が
付
い
た
大
変

お
得
な
券
で
す
。
な
お
、
売
り
切
れ
の
際
は
ご

容
赦
く
だ
さ
い
。

販
売
期
間

　

5
月
31
日
㈰
〜
売
り
切
れ
次
第
終
了

有
効
期
限

　

5
月
31
日
㈰
〜
10
月
31
日
㈯

販
売
場
所　

5
月
31
日
㈰

越
前
町
役
場
別
館
、
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
、
商
工
会
本
所
、
越
前
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

6
月
1
日
㈪
〜

越
前
町
商
工
会
本
所
、
朝
日
支
所
、
越
前

支
所

販
売
対
象
者

　

町
内
に
お
住
ま
い
の
18
歳
以
上
の
人

※
1
人
あ
た
り
3
セ
ッ
ト
ま
で
購
入
可
能
で
す
。

※
商
品
券
取
扱
登
録
店
で
あ
れ
ば
使
用
可
能

で
す
。（
取
扱
店
に
は
、
ポ
ス
タ
ー
が
掲

示
し
て
あ
り
ま
す
。）
商
品
券
取
扱
登
録

店
は
、
5
月
中
旬
以
降
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
予
定
で
す
。

問
合
せ
先

　

商
工
観
光
課　
　

☎
３
４‒

８
７
２
０

　

越
前
町
商
工
会　

☎
３
６‒

０
８
０
０

●
子
育
て
世
帯
を
応
援
！

対　

象

　

中
学
校
修
了
前
ま
で
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
保
護
者
に
対
し
、
ク
ー
ポ
ン
券

２
枚
。

内　

容

　

購
入
す
る
際
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
提
示
す

る
と
、
通
常
１
０
，０
０
０
円
の
と
こ
ろ

９
，０
０
０
円
で
購
入
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
１
セ
ッ
ト
の
商
品
券
に
対
し
、

ク
ー
ポ
ン
券
は
１
枚
の
み
の
利
用
と
な

り
ま
す
。

問
合
せ
先　
福
祉
課　

☎
３
４‒

８
７
２
５

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
5
月
31
日
か
ら
販
売
開
始
し
ま
す

広報 えちぜん 12平成27年５月号
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町からのお知らせ



　
「
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
」
へ
登
録
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

登
録
で
き
る
の
は
、
居
住
を
目
的
と
し
て
建

築
し
、
現
に
居
住
し
な
く
な
っ
た
（
予
定
も
含

む
）
町
内
に
存
在
す
る
一
戸
建
て
住
宅
で
す
。

　

現
在
お
住
ま
い
の
住
宅
の
多
世
帯
同
居
に
つ

な
が
る
改
修
工
事
を
行
う
場
合
に
、
工
事
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

•
対
象
と
な
る
住
宅
は
、
町
内
の
1
戸
建
て
住

宅
で
す
。

•
対
象
と
な
る
工
事
は
、
多
世
帯
同
居
に
伴
う

空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
人
へ

多
世
帯
同
居
の
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

空き家情報バンクの仕組み

福井県ホームページ
ふくい空き家情報バンク

空き家情報
のリンク

情報交換

閲覧

登録申込

仲介の
依頼

情報提供

交渉

仲介

契約の締結

注）市町及び県は情報提供を行うのみで、売買・賃貸に関する利用希望者との
　　交渉や契約などに関する仲介行為は一切行いません。

情報交換

市　　町
空き家情報バンク

宅地建物取引業者

空　
　

き　
　

家　
　

所　
　

有　
　

者

利　
　

用　
　

希　
　

望　
　

者

間
取
り
の
変
更
、キ
ッ
チ
ン
・
ト
イ
レ
な
ど
の

増
設
を
、
町
内
業
者
が
施
工
す
る
工
事
で
す
。

【
補
助
金
額
】
最
大
40
万
円

　
　
　
　
　
　
（
工
事
費
の
2
分
の
1
以
内
）

問
合
せ
先　

定
住
促
進
課　

☎
３
４‒

８
７
２
７

　

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
へ
登
録
さ
れ
る
と
、
越

前
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載
さ
れ
、
空
き

家
を
探
し
て
い
る
人
へ
情
報
を
発
信
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先　

定
住
促
進
課　

☎
３
４‒

８
７
２
７

　3月13日から25日までの約2週間、町内の中学生16人が南オースト
ラリア州のバードウッド高校に訪問しました。オーストラリアは中高一
貫制度で、派遣生は日本の中高生にあたる幅広い年齢の生徒と交流しま
した。滞在中にはバードウッド高校の生徒の家庭にホームステイし、学
校に通いながら、オーストラリアの生活を体験しました。
　学校では家庭科や技術や体育などの授業のほか、自然動物園や周辺の
名所への遠足にも参加しました。派遣生たちはオーストラリアの学校は
服装が自由なことや、部活と宿題がないことなど日本の学校生活との違
いに驚きながらも、楽しい時間を過ごせました。ホームステイ先では
最初の戸惑いがいつの間にか消えて行き、言葉があまり通じない中でも、
新たな絆を築くことが出来たようです。
　派遣された生徒はオーストラリアへ出発する前に9回の事前研修に参
加し、英語やコミュニケーションなどを学びました。また、外国の文化
を知るだけではなく、ふるさと越前町をはじめ、日本のことも発信でき
るように、日本文化についても、再確認しました。
　異文化を肌で感じ、新しい発見に驚き、沢山の友達との出会いもあり
ました。これらは生徒たちにとって刺激となり、これから越前町の国際
化を担う生徒たちの大きな成長の材料となりました。

問合せ先　国際交流室　☎34‒8713

▲家庭科の授業の様子（バターバニラケーキ作り）

▲技術の授業の様子（プラスティック加工）

　

越
前
町
の
産
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
町

内
で
起
業
・
創
業
さ
れ
た
起
業
家
に
対
し
奨
励

金
を
給
付
し
ま
す
。

対
象
者　

越
前
町
内
で
新
た
に
商
工
業
を
創

業
し
た
人

給
付
金
額　

20
万
円
／
1
件

申
請
に
必
要
な
書
類

・
交
付
申
請
書

・
事
業
計
画
概
要
書

・
納
税
証
明
書

・
法
人
の
場
合
は
法
人
登
記
簿
謄
本
の
写
し

　

詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

商
工
観
光
課　

☎
３
４‒

８
７
２
０

起
業
・
創
業
促
進
支
援
事
業
奨
励
金
に
つ
い
て

　町内に工場等を設置しようとする企業に対しての補助制度の種類は、次のとおりです。

越前町企業立地補助制度について

区　

分
補助金
の種類 対象業種

対
象
地
域

立
地
形
態

交付要件
（投下固定資産額および

新規雇用者数）
補助対象経費 補助率 限度額

生　
　

産　
　

施　
　

設

用地取得
補助金

建物建設・機械設
備等設置補助金

一般製造業など
産業分類（ 大分類Ｅ ）

町　
　

内　
　

全　
　

域

新
設　
　

増
設　
　

移
転

1億円以上かつ
新規雇用者10人以上
（うち町内に住所を
  有する者7人以上）

①土地の取得費・造成費

②建物建設費
（生産施設以外の部分は対象外）

③機械設備等設置費

20％ 3千万円
試験研究所など
産業分類（ 大分類Ｌ ）

情報サービス業
など
産業分類（ 大分類Ｇ ）

3千万円以上かつ
新規雇用者10人以上
（うち町内に住所を
  有する者7人以上）

新
規
雇
用

雇用促進
補助金

生産施設補助金の交付要件に該当する企業
町内に住所を有する
新規雇用者の人件費

200千円／人
（初年度）
100千円／人
（次年度）

1千万円

※詳細については、直接お問合せください。
問合せ先　商工観光課　☎34‒8720

木
造
住
宅
耐
震
化
促
進
事
業

　

大
規
模
地
震
か
ら
家
族
の
命
や
財
産
を
守
る

た
め
耐
震
診
断
や
補
強
プ
ラ
ン
作
成
、
耐
震
改

修
工
事
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

⑴
耐
震
診
断
と
改
修
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

・
福
井
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
が
、
住
宅
の

耐
震
性
能
を
診
断
し
ま
す
。 

・
耐
震
性
能
が
不
十
分
な
場
合
、
具
体
的
な
耐

震
補
強
方
法
や
概
算
の
費
用
な
ど
の
簡
易
な

補
強
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。 

・
耐
震
診
断
・
補
強
プ
ラ
ン
作
成
は
、
原
則
と

し
て
セ
ッ
ト
で
の
申
込
み
に
な
り
ま
す
。

・
申
込
み
の
で
き
る
人
は
、
昭
和
56
年
5
月
以

前
に
着
工
さ
れ
た
一
戸
建
て
木
造
住
宅
を
居

住
の
た
め
に
所
有
し
て
い
る
人
で
す
。

【
個
人
負
担
額
】 

６
，１
７
０
円

 

（
耐
震
診
断 

３
，０
８
５
円 

補
強
プ
ラ
ン
作

成 

３
，０
８
５
円
）

⑵
耐
震
改
修
に
つ
い
て

・
補
強
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、『
住
宅
全
体
の
耐
震

改
修
工
事
』を
実
施
す
る
住
宅
に
補
助
し
ま
す
。

・
対
象
と
な
る
住
宅
は
耐
震
診
断
の
結
果
、
耐

震
性
能
が
不
十
分
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
（
上

部
構
造
評
点
１
・
０
未
満
の
住
宅
）
で
す
。

・
対
象
と
な
る
改
修
工
事
は
、
改
修
後
の
住
宅

全
体
の
上
部
構
造
評
点
が
改
修
前
の
評
点
を

上
回
り
、
か
つ
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

も
の
で
す
。

①
改
修
後
の
上
部
構
造
評
点
が
１
・
０
以
上
と

な
る
も
の

②
⑴
に
よ
る
工
事
の
実
施
が
困
難
な
場
合
で
、

改
修
後
の
上
部
構
造
評
点
が
0
・
７
以
上
と

な
る
も
の

③
福
井
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
に
工
事
監
理

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
補
助
金
額
】 

最
大
１
１
０
万
円

 　
　
　
　
　
（
工
事
費
の
23
％
以
内
）

※
伝
統
的
な
古
民
家
（
建
設
後
50
年
を
経
過
し

た
住
宅
、
ま
た
は
終
戦
前
（
１
９
４
５
年

以
前
）
の
地
域
の
伝
統
的
民
家
の
意
匠
を

基
調
と
し
た
住
宅
）
に
つ
い
て
は
、
最
大

１
８
０
万
円
で
す
。

問
合
せ
先　

定
住
促
進
課　

☎
３
４‒

８
７
２
７

耐
震
診
断
プ
ラ
ン
・
改
修
工
事
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国際交流室から一言
南オーストラリア州のバードウッド高校から帰ってきました。
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防災行政無線テレフォンサービス（直近に放送した内容が確認できます）
☎34 ｰ 1444　☎34 ｰ 1445　☎34 ｰ 0866

　4月1日、丹生分署で、越前消防団の辞令交付式が行われました。
　消防団長に橋本　実さん、副団長に氏家鉄也さんが新たに任命され、新体制がスタートしました。

　3月21日、越前消防団越前地区第2分団、宮崎地区第5分団の消防ポンプ自動車を更新しました。両車両とも入魂
式および引渡式が行われ、団員の皆さんは、越前町を災害から守る気持ちを新たにしていました。

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署 丹 生 分 署　☎36‒0119
 朝日分遣所　☎34‒0119
 越前分遣所　☎37‒0119
 http//www.fd-sabaenyu.jp/

地域を守るために新しく入団した団員は、次の皆さんです。　（敬称略）

越前消防団に新消防ポンプ車を配備
越前地区第2分団車（茂原・白浜・高佐区）、宮崎地区第5分団車（八田区）

　越前消防団長を拝命しました、橋本実です。
　越前町の安全・安心を守り、皆様に親しまれ
る消防団を目指し、頑張って参ります。

越　前　消　防　団　　　入　団　者　の　紹　介

橋本　実　団長

地　区 分　団 氏　　　名

朝日地区
第1分団

寺　坂　大　地
石　田　龍太郎

第2分団 山　下　泰　宏
第4分団 内　田　智　宏

織田地区
第1分団 鈴　木　史　則
第6分団 佐々木　　　晃

地　区 分　団 氏　　　名

越前地区

第2分団 河　瀬　元　嗣

第3分団
堤　　　浩　二
別　司　雄　一
荒　矢　　　悟

宮崎地区

第1分団 池　内　孝　至
第2分団 山　内　保　人

第4分団
渡　辺　佑　太
河　合　翔　貴

第5分団 井　上　浩　至

越前地区第2分団車 宮崎地区第5分団車 放水披露

越前町　2015年ゴールデンウィーク期間営業案内

4月 5月
電話番号

(市外局番：0778)27日 28日 29日 30日 1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

朝
日
地
区

泰澄の杜 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 34‒2322
福井総合植物園プラントピア ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 34‒1120
越前町ふるさと特産加工場 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 34‒0637
道の駅「パークイン丹生ヶ丘」 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 34‒2850

宮
崎
地
区

花みずき温泉「若竹荘」 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 32‒2753
おもいでなファーム ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 32‒3545
越前陶芸村文化交流会館 × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 32‒3200
福井県陶芸館 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 32‒2174
越前焼の館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 32‒2199

越
前
地
区

越前温泉露天風呂「日本海」 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 39‒1126
道の駅「越前」売店 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 37‒2360
道の駅「越前」食事処 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─
越前温泉露天風呂「漁火」 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

37‒2360
アクティブハウス越前 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
越前がにミュージアム ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 37‒2626
越前岬水仙ランド ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 37‒2501
道の湯 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 37‒2260
なぎさの湯 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 37‒0637

織
田
地
区

オタイコ・ヒルズ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 36‒2061
悠久ロマンの杜 ･朋楽の里 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 36‒2050
よって駅ね × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 36‒1889
織田文化歴史館 × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 36‒2288
雨田光平記念館 × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 36‒2666

○通常営業　　×休館

広報 えちぜん 16平成27年５月号
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みんな集まれ 町からのお知らせ



　

聴
覚
障
が
い
者
の
生
活
及
び
関
連
す
る
福
祉

制
度
な
ど
に
つ
い
て
理
解
と
認
識
を
深
め
る
と

と
も
に
、
手
話
で
日
常
会
話
を
行
う
に
必
要
な

技
術
を
習
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
手
話

教
室（
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
）を
開
催
し
ま
す
。

※
手
話
奉
仕
員
の
登
録
資
格
に
は
入
門
課
程
と

基
礎
課
程
の
受
講
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

日　

時　

6
月
9
日
〜
12
月
22
日

　
　
　
　
（
計
28
回
）
※
休
講
日
… 
9
月
22
日

　
　
　
　

毎
週
火
曜
日　

午
後
7
時
〜
9
時

場　

所　

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

聴
覚
障
が
い
者
の
福
祉
に
理
解
と
熱

演　
　

題

　

越
前
焼
と
一
乗
谷

　
　

―
都
市
を
支
え
た
生
産
と
山
林
資
源
―

講　
　

師　

小
野 

正
敏

　
　
　
　
　
（
前 

人
間
文
化
研
究
機
構
理
事
）

講
師
紹
介

　

１
９
４
７
年
、
横

浜
生
ま
れ
。
明
治
大

学
で
考
古
学
を
学
ぶ
。

１
９
７
２
年
よ
り
福

井
県
一
乗
谷
朝
倉
氏

遺
跡
調
査
研
究
所
に

勤
務
、
中
世
考
古
学
と
出
会
う
。
１
９
８
７
年

か
ら
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
。
２
０
１
２
年
か

ら
２
０
１
５
年
ま
で
人
間
文
化
研
究
機
構
。

主
要
著
書

「
戦
国
城
下
町
の
考
古
学
―
一
乗
谷
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
」
講
談
社　

１
９
９
７
年

意
を
持
ち
、
受
講
後
は
手
話
活
動
が

可
能
な
人
（
高
校
生
以
上
）

定　

員　

10
人

受
講
料　

無
料

　
　
　
　
（
但
し
、テ
キ
ス
ト
代
３
，２
４
０
円
実
費
）

実
施
内
容　

入
門
実
技
25
講
座
、
講
義
3
講
座

申
込
方
法 

福
祉
課
で
申
込
書
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。（
電
話
申
込
可
）

申
込
期
限　

5
月
26
日
㈫

申
込
み
・
問
合
せ
先

　
　
　
　

福
祉
課　

☎
３
４‒

８
７
２
５

「
実
像
の
戦
国
城
下
町
越
前
一
乗
谷
」
よ

み
が
え
る
中
世
6
（
共
編
著
）
平
凡
社　

１
９
９
０
年

「
図
解 

日
本
の
中
世
遺
跡
」（
共
編
著
）
東
京

大
学
出
版
会　

２
０
０
１
年

「
戦
国
時
代
の
考
古
学
」（
共
編
著
）
高
志
書

院　

２
０
０
３
年

日　
　

時　

平
成
27
年
5
月
16
日
㈯

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

場　
　

所　

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

朝
日
多
目
的
ホ
ー
ル

主　
　

催　

越
前
町
教
育
委
員
会

共　
　

催　

福
井
ラ
イ
フ･

ア
カ
デ
ミ
ー
本
部

　
　
　
　
　

※
入
場
料
無
料
、
事
前
申
込
不
要

問
合
せ
先　

越
前
町
織
田
文
化
歴
史
館

　
　
　
　
　

☎
３
６‒

２
２
８
８

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

３
６‒

２
５
８
８

平
成
27
年
度
越
前
町
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座　

入
門
課
程
受
講
者
追
加
募
集

平
成
27
年
度 

福
井
ラ
イ
フ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
共
催　

越
前
町
歴
史
講
演
会
の
お
知
ら
せ

　

サ
ウ
ル
コ
ス
福
井
の
選
手
・
コ
ー
チ
が
丁
寧

に
指
導
い
た
し
ま
す
。

　

初
め
て
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
子
で
も
大
丈
夫
。

　

み
ん
な
で
楽
し
み
な
が
ら
上
達
し
ま
し
ょ
う
。

日　

時　

5
月
16
日
㈯

　
　
　
　

午
後
2
時
か
ら
3
時
15
分
ま
で

場　

所　

越
前
町
朝
日
体
育
館

※
小
学
生
を
対
象
に
通
常
ス
ク
ー
ル
も
今
後
開

催
予
定
で
す
。

 

内
訳
は
次
の
と
お
り
で
す
が
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
未
定
で
す
。

　

Ｕ‒

9（
小
1
〜
3
）
55
分

　

Ｕ‒

12（
小
4
〜
6
）
75
分

　

英
会
話
教
室
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

日
常
会
話
を
中
心
に
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま

で
、
年
齢
、
性
別
、
英
語
能
力
な
ど
関
係
な
く

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

【
初　

級
】

　

日　
　

時

　
　

第
1
回

　
　
　

5
月
21
日
㈭　

午
前
10
時
か
ら

　
　
　

以
降
、
毎
月
第
1
と
第
3
木
曜
日

　
　
　
（
計
10
回
、
10
月
1
日
ま
で
を
予
定
）

　

講　
　

師　

山
本　

康
代
（
英
語
講
師
）

　

場　
　

所　

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

受
講
料　

４
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

越
前
町
国
際
交
流
協
会
会
員

　
　
　
　
　
　

３
，０
０
０
円

　

定　
　

員　

15
人

　

申
込
締
切　

5
月
19
日
㈫

サ
ウ
ル
コ
ス
福
井
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
無
料
体
験
会
参
加
者
募
集

楽
し
い
英
会
話
教
室
（
初
級
・
中
級
）
を
開
催
し
ま
す

会
費
（
税
込
）

入
会
金　

５
，４
０
０
円

　

年
会
費　

１
０
，８
０
０
円

　

月
会
費　

４
，３
２
０
円
（
Ｕ‒

9
）　

　
　
　
　
　

５
，４
０
０
円
（
Ｕ‒

12
）

　
※
月
会
費
は
ス
ク
ー
ル
の
時
間
で
変
動
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

　

サ
ウ
ル
コ
ス
福
井
事
務
局

　

☎
０
７
７
６‒

２
１‒

７
８
８
５

　

担
当
：
加
藤

【
中　

級
】

　

日　
　

時

　
　

第
1
回

　
　
　

5
月
15
日
㈮　

午
後
7
時
30
分
か
ら

　
　
　

以
降
、
毎
週
金
曜
日
（
計
10
回
、
7
月

　
　
　

17
日
ま
で
を
予
定
）

　

講　
　

師

　
　

イ
ゴ
ル
キ
ナ　

ビ
ク
ト
リ
ア（
英
語
講
師
）

　

場　
　

所　

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

受
講
料　

４
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

越
前
町
国
際
交
流
協
会
会
員

　
　
　
　
　
　

３
，０
０
０
円

　

定　
　

員　

15
人

　

申
込
締
切　

5
月
13
日
㈬

申
込
・
問
合
せ
先

　

越
前
町
国
際
交
流
協
会　

☎
３
４‒

８
７
１
３

　

悠
久
の
ロ
マ
ン
を
感
じ
、
輝
け
る
越
前
の
歴

史
・
文
化
を
知
ろ
う
。
そ
し
て
、
後
世
に
語
り

継
ご
う
。

　

越
前
発
信
・
地
域
密
着
型
、
越
前
学
講
義
。

　

身
近
な
歴
史
・
文
化
・
自
然
を
題
材
に
、
越

前
を
語
る
。

名
誉
塾
長

　

梅
原　
　

猛

　
　
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
顧
問
）

塾　
　

長

　

内
藤　

俊
三
（
越
前
町
長
）

講　
　

師

　

堀　
　

大
介
（
織
田
文
化
歴
史
館
学
芸
員
）

　

小
辻　

陽
子
（
雨
田
光
平
記
念
館
学
芸
員
）

　

村
上　

雅
紀
（
織
田
文
化
歴
史
館
学
芸
員
）

　

松
本　
　

淳
（
福
井
総
合
植
物
園
園
長
）

外
部
講
師

　

小
野　

正
敏
（
前 

人
間
文
化
研
究
機
構
理
事
）

　

五
十
川
伸
矢
（
京
都
橘
大
学
教
授
）

　

宮
永　

一
美
（
福
井
県
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡

　
　
　
　
　
　
　

資
料
館
学
芸
員
）

　

高
橋　

成
計
（
城
郭
談
話
会
会
員
）

　

古
山
明
日
香
（
福
井
県
陶
芸
館
学
芸
員
）

定　
　

員　

先
着
50
人

募
集
対
象　

18
歳
以
上

募
集
期
間　

5
月
1
日
㈮
か
ら
15
日
㈮
ま
で

申
込
方
法　

左
記
連
絡
先
に
電
話
で
申
込
み

参
加
費　

３
，０
０
０
円

問
合
先　

越
前
町
織
田
１
５
３‒

１‒

８

　
　
　
　
　

越
前
町
織
田
文
化
歴
史
館

　
　
　
　
　

☎
３
６‒

２
２
８
８

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

３
６‒

２
５
８
８

平
成
27
年
度
越
前
学
悠
久
塾
塾
生
募
集

日　
　

時

　

5
月
31
日
（
日
）

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
4
時
（
雨
天
決
行
）

集
合
場
所

　

越
前
町 

杖
立
（
上
糸
生
）

　
「
奥
糸
生
地
区
多
目
的
集
会
施
設
」（
旧
小
川
分
校
）

日　
　

程

　

午
前
8
時
10
分　

受
付
開
始

　

午
前
8
時
30
分　

入
山
式

　

午
前
9
時　
　
　

出
発

　

午
前
11
時
30
分　
山
頂
到
着　

越
知
神
社
参
拝

　

正
午　

泰
澄
祭

　
　
　
　

昼
食

　
　
　
　

奥
の
院
散
策
な
ど

　

午
後
2
時　

下
山
開
始

　
　
　
　
（
原
則
と
し
て
元
の
コ
ー
ス
を
下
る
）

　

午
後
4
時　

下
山
、
解
散
（
旧
小
川
分
校
）

持
ち
物

弁
当
、
水
筒
、
お
や
つ
、
雨
具
、
軍
手
、

防
寒
具

そ
の
他

事
前
申
し
込
み
、
参
加
費
は
不
要
で
す
。
ま

た
、
当
日
は
登
山
に
ふ
さ
わ
し
い
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。
主
催
者
側
で
ス
ポ
ー
ツ
保

険
に
参
加
者
全
員
分
加
入
し
て
い
ま
す
が
、

事
故
や
怪
我
は
各
自
の
責
任
と
し
て
対
応
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　

越
知
山
泰
澄
塾
事
務
局　

髙
橋

　

☎
３
４‒

１
３
３
０

　

携
帯
０
９
０‒

７
０
８
１‒

６
７
３
２

第
27
回
越
知
山
泰
澄
ウ
ォ
ー
ク
の
ご
案
内

■ 講　義
内　　　　　容 講　　師 日　　　時 場　　　　所

1 越前町における山城の成立と展開 高橋　成計  6 月20日㈯　午後1時30分 織田文化歴史館

2 文学作品にみる越前町の風景 小辻　陽子  7 月18日㈯　午後1時30分 織田文化歴史館

3 越前町の注目すべき植物・植生 松本　　淳  8 月 8 日㈯　午後1時30分 福井総合植物園

4 越前焼の復興と町づくり 古山明日香  9 月19日㈯　午後1時30分 織田文化歴史館

5 企画展覧会について語ろう 堀　　大介
村上　雅紀 10月17日㈯　午後1時30分 織田文化歴史館

6 昔のくらしを体験する 小辻　陽子 11月21日㈯　午後1時30分 越前町生涯学習センター
糸生分館

7 越前の中世芸能について
ー越知神社・劔神社文書からー 宮永　一美 12月19日㈯　午後1時30分 織田文化歴史館

8 墓のイデア　ー幸若墓地と甕墓ー 村上　雅紀 平成28年
 1 月16日㈯　午後1時30分 織田文化歴史館

9 鼎談・生と死を考える
堀　　大介
村上　雅紀
松本　　淳

平成28年
 2 月20日㈯　午後1時30分 織田文化歴史館

■ 公開講演会
内　　　　　容 講　　師 日　　　時 場　　　　所

1 越前焼と一乗谷
ー都市を支えた生産と山林資源ー 小野　正敏  5 月16日㈯　午後1時30分 越前町生涯学習センター

朝日多目的ホール

2 日本古代梵鐘のなかの劔御子寺鐘 五十川伸矢 10月17日㈯　午後1時30分 織田コミュニティセンター
多目的ホール

3 日本の祈りと祟り
縄文土偶から妖怪ウォッチまで 堀　　大介 11月14日㈯　午後1時30分 織田コミュニティセンター

多目的ホール

※講義内容、日程、場所に関しては変更する場合があります。

広報 えちぜん 18平成27年５月号

I n f o r m a t i o nえちぜん

広報 えちぜん19 平成27年５月号

みんな集まれ



主人から運転支持されモルモット 笠嶋ナツヱ
予定では夫婦で余生歩むはず 竹内　涼子川 柳 好みの服予定価格を遥か超え 冨田コズヱ

火の車妻の運転無事故です 渡辺　照子川 柳

健康な暮らしのために

　

妊
娠
中
は
心
も
か
ら
だ
も
大
き
く
変
化
し
ま

す
。
こ
の
時
期
を
不
安
な
く
過
ご
し
、
安
心
し

て
新
し
い
家
族
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
町
で
は

マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

パ
ー
ト
ナ
ー
や
お
子
様
と
一
緒
の
参
加
も
可

能
で
す
。
ラ
ン
チ
の
試
食
も
準
備
し
ま
す
の
で
、

お
申
し
込
み
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

時　

間　

午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　
　
（
受
付
時
間　

午
前
9
時
30
分
〜
）

場　

所　

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

料　

金　

無　

料

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
妊
婦
フ
ァ
イ
ル

申
込
み
方
法　

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
予
約
制
）

申
込
み
・
問
合
せ
先

　

健
康
保
険
課　

☎
３
４‒

８
７
１
０

　
「
眠
れ
な
い
日
が
続
い
て
い
る
」、「
ひ
ど
い
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
」、「
人
間
関
係
で
悩
ん

で
い
る
」、「
気
持
ち
が
落
ち
込
ん
で
い
る
」
な

ど
、
つ
ら
い
気
持
ち
を
ひ
と
り
で
抱
え
て
い
ま

せ
ん
か
？

　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
話
を
す
る
こ
と
で
、
解
決

の
糸
口
が
見
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ご
家
族
の
皆
さ
ん
の

相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

日　

時　

5
月
26
日
㈫

　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
お
知
ら
せ

「
心
を
い
や
す
相
談
会
」
の
ご
案
内

健診日（曜日） 会　　　場　　　名 受付時間 健康診査 肺がん検診 胃がん検診 乳がん検診 子宮頸がん
検診

5月21日 ㈭ 城ヶ谷地区集会施設 8：30～   9：30 ●
9：00～   9：30 ● ●

道口地区集会施設 13：30～ 14：00 ● ●

5月22日 ㈮ 平等婦人の家 13：00～ 13：30 ● ●
西三区集落センター 14：30～ 15：00 ● ●

5月25日 ㈪ 織田農村環境改善センター
「サンライズ織田」

8：30～   9：30 ●
9：00～ 10：30 ● ●
13：00～ 14：00 ● ●

5月31日 ㈰ 織田コミュニティセンター
 8：30 ～   9：30 ●
9：00～ 10：00 ● ●
9：30～ 10：15 ● ●

6月 4日 ㈭ 高佐地区集会施設 8：30～   9：30 ●
9：00～   9：30 ● ●

大樟地区集会施設 13：30～ 14：00 ● ●

6月 9日 ㈫ 八田集落センター 13：00～ 13：30 ● ●
広野・蚊谷寺集落センター 14：30～ 15：00 ● ●

6月15日 ㈪ 乙坂集落生活改善センター 13：00～ 13：30 ● ●
栃川集落生活改善センター 14：30～ 15：00 ● ●

H I V検査普及週間における休日エイズ相談・検査
検査・相談日 場　　　所 結果説明日時 問合せ先

6月7日㈰
15：00～ 17：00

丹南健康福祉センター
（鯖江市水落町1丁目2-25）

6月14日㈰
15：00～ 17：00

☎51-0034
丹南健康福祉センター

地域保健課

※なお丹南健康福祉センターでは、上記以外にも毎月定例的に検査を行っています。
センター名 通常検査 夜間検査

丹南健康福祉センター（鯖江） 第2火曜日
13：00～ 14：00

第4月曜日
17：00～ 19：00

丹南健康福祉センター（武生） 第4火曜日
13：00～ 14：00

○健康診査を受けることができる人は、次の①～③に該当する人です。
健診当日は健康保険証を必ず、ご持参ください。

　①越前町国民健康保険に加入している40歳～ 74歳までの人
　②20歳から39歳までの職場などで健診を受診する機会のない人で、

町の健診を希望する人（必ず、事前に申し込んでください）
　③後期高齢者医療保険に加入している人で、町の健診を希望する人
（必ず、事前に申し込んでください）

　上記以外の人は加入している医療保険によって異なりますので、各
保険者へお問合わせください。

○がん検診については医療保険に関係なく、職場などでがん検診を受
診する機会のない人を対象に行っています。
　各健診日の3日前までに電話でお申し込みください。
   ※大腸がん検診の検便容器は、検診の受付時間にすべての会場で回

収しています。
   ※健康診査と同じ時間帯に、肝炎ウイルス検査および前立腺がん検

診（血液検査）を実施しています。

問合せ先　健康保険課  ☎34‒8710

成　人　の　健　康　診　査

エイズ相談・検査について

日　

時　

5
月
4
日
（
月
・
祝
）

　
　
　
　

午
後
1
時
か
ら
4
時

場　

所　

福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア

内　

容

　

松
本
園
長
に
よ
る
ス
ラ
イ
ド
講
演
と
園
内
観
察

•
ス
ラ
イ
ド
講
演

　
（
午
後
1
時
〜
1
時
30
分
）

•
園
内
観
察
会

•
植
物
園
園
内

　
（
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分
）

　
（
雨
天
の
場
合
も
実
施
し
ま
す
）

　

新
緑
の
季
節
に
な
り
、
野
鳥
の
活
動
も
活
発

に
な
っ
て
き
ま
す
。
日
本
野
鳥
の
会
福
井
県
会

員
の
皆
さ
ん
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

キ
ビ
タ
キ
、
オ
オ
ル
リ
、
サ
ン
シ
ョ
ウ
ク
イ
な

ど
の
夏
鳥
を
観
察
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　

時　

5
月
16
日
㈯　

午
前
9
時
〜
11
時

場　

所

　

越
前
町
立
福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア

参
加
費

　

入
園
料
金
の
み
（
大
人
３
０
０
円
、
中
高

生
２
０
０
円
、
小
学
生
１
０
０
円
）

※
園
内
を
歩
い
て
観
察
し
ま
す
。
動
き
や
す
い

服
装
と
足
ま
わ
り
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
双

眼
鏡
を
お
持
ち
の
人
は
ご
持
参
く
だ
さ
い

（
お
持
ち
で
な
い
人
に
は
お
貸
し
い
た
し
ま

す
）。
雨
天
の
場
合
は
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア
の
野

鳥
に
つ
い
て
画
像
で
解
説
い
た
し
ま
す
。

福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア
「
植
物
園
の
日
」
開
催

プ
ラ
ン
ト
ピ
ア
野
鳥
観
察
会

　

ワ
ク
ワ
ク
体
験
コ
ー
ナ
ー

　
　
「
親
子
で
楽
し
む
ク
ラ
フ
ト
体
験
」

　

金
太
郎
と
熊
さ
ん
も
付
い
た
小
さ
く
可

愛
い
「
こ
い
の
ぼ
り
リ
ー
ス
」
と
毎
日
頑

張
っ
て
い
る
お
母
さ
ん
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

「
母
の
日
リ
ー
ス
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

•
午
前
9
時
〜
正
午

　

•
午
後
1
時
〜
4
時

※
材
料
費
が
３
０
０
円
か
か
り
ま
す
。
但

し
20
人
ま
で
。

入
園
料

　

大　

人  

３
０
０
円　

中
高
生  

２
０
０
円

　

小
学
生  

１
０
０
円

申
込
み
・
問
合
せ
先

　

越
前
町
立
福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア

　

☎
３
４‒

１
１
２
０

6月1日㈪～ 6月7日㈰は、 「H I V（エイズ）検査普及週間」です。
丹南健康福祉センターでは、「HIV（エイズ）検査普及週間」に合わせて、休日エイズ相談・検査を実施します。

※当日は通常検査となるため結果説明は1週間後となります。予約は不要です。
※費用は無料です。匿名で受けることができますので、お気軽にご利用ください。
※当日はH I V に加え、B型肝炎・C型肝炎の検査も実施できます

詳しくは、下記までお問い合わせください。

問合せ先　丹南健康福祉センター（鯖江）　☎51‒0034　　丹南健康福祉センター（武生）　☎22‒4135

開
催
日
・
内
容

場　

所　

越
前
町
役
場　

別
館

料　

金　

無　

料

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　

千
崎　

愛　

氏
（
臨
床
心
理
士
）

　

子
ど
も
の
発
達
相
談
や
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
、
大
人
の
ス
ト
レ
ス
相
談
な
ど
幅
広
い

経
験
を
も
っ
た
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
応
じ
ま
す
。

・
予
約
制
（
匿
名
で
も
可
）

・
相
談
時
間
は
、
一
人
40
分
程
度
（
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
）

問
合
せ
先　

健
康
保
険
課　

☎
３
４‒

８
７
１
０

月　日 内　容

５月３０日㈯ 妊娠中のからだの変化と栄養の話
（ヘルシーランチをご用意します）

８月３０日㈰ 妊娠とお産の話（実技あり）
※助産師による教室です

1１月２８日㈯ 妊娠中のからだの変化と栄養の話
（ヘルシーランチをご用意します）

平成２８年３月６日㈰ 妊娠とお産の話（実技あり）
※助産師による教室です

内　容

妊娠 化 養

赤ちゃん人形（新生児の等身大）
の抱っこ体験、ご主人の妊婦さん
体験もできます！

広報 えちぜん 20平成27年５月号広報 えちぜん21 平成27年５月号

えちぜん健康な暮らしのために みんな集まれ I n f o r m a t i o n



しっかりと予定日までの大きな児 武藤　久子
予定ない温泉行きを誘われる 山内　千代川 柳 人生路予定の狂う事ばかり 山田千栄子

病院の予定で埋まるカレンダー 松村　典子川 柳

丹 南 ケ ー ブ ル テ レ ビ ガ イ ド

子　育　て　ア　ド　バ　イ　ス

図　書　館　だ　よ　り

　委員の皆さんには、平成27年4月1日～平成29年3
月31日までの2年間、町内4図書館の事業・運営などに
つき、ご意見・ご助言をいただきます。

新しい図書館協議会の皆さんです。

地区名 氏　　　名 住　　 所

朝　日
福　島　一　郎
橋　本　敏　夫
岡　山　夕　子

西 田 中
市

朝 　 日

宮　崎 川　岸　弘　美
山　下　美　子

江 　 波
樫 　 津

越　前 仲　保　年　和
京　谷　美智子

厨
小 　 樟

織　田
大　川　寛　子
小　柳　千　代
加　藤　冨美代

下 河 原
織 　 田
三 　 崎

学　校 中　山　聡　美
大　仏　尚　彦

朝日小学校
越前中学校

ゴールデンウィークも
図書館へ行こう♪

★5月3日～ 6日も開館しています。
　4月23日～ 5月12日は、子ども読書週間です。
　越前町の図書館（4館）には、約19万冊の本
があります。開館時間は、次のとおりです。
　ぜひ、ご家族でお越しください。

※5月7日（木）はお休みです。

静かな夜の
図書館は、

いかがですか？

【町立図書館と織田分館】
午前10時～午後6時

【宮崎分館と越前分館】
午前 9時～午後9時

※番組は予告なく変更されることがありますので、
　ご了承ください。

問合せ先  丹南ケーブルテレビ㈱　番組制作課
　　　　   ☎21－3277   Eメール／ smiletv@t-catv.co.jp
　　　　   URL／ http：//www.t-catv.co.jp

※その他の番組の放送予定は、電話またはホームページ
でご確認ください。

ルールを守らせようとしても、理解することも守るこ
ともできない時期
この時期に大切なことは、しつけよりもまず、子どもの気
分や欲求に応えていくこと。そうすると、安心感が得られ、
自己肯定感（大切にされているという気持ち）が育まれる。

相手の言っていることが理解できるようになり、自分
の意思を伝えられるようになる時期
友だちと一緒に遊んだり、協力したりする時、自己主張が
ぶつかり合い、周りの大人の助けがまだ必要です。対人関
係のルールを身につける大切な時期です。

何かにつけて ｢イヤ！｣ を連発する時期
イヤ！と言うのは、｢自分も一個の人間なんだ、人格を認め
て！｣ と言っているのです。自己主張を認めて付き合って
いくことが大切。しかし、何もかも言いなりになる事とは
違います。

他人の気持ちを理解できるようになり、自分で解決で
きるようになる時期
子どもが何か間違ったことをした時には、一方的に叱るの
ではなく、何がいけないのか理由を伝え、次からはどうし
たら良いか、子ども自身に考えさせる。

■ 0 ～ 1歳のしつけ

■ 2 ～ 3歳のしつけ

■ 1 ～ 2歳のしつけ

■ 4 ～ 5歳のしつけ

6月の越前町関連の番組放送時間表

子どもの“しつけ”はいつから始めたらいいの？
“ しつけ ”とは、自分をコントロールする術を、身につけることです。

基本的生活習慣と対人関係（社会）でのルールです。子どもの発達段階に合わせたしつけが大切になります。

たんなんスマイルＴＶ（デジタル091ch）

■「越前町いきいき情報局」
第35回越前陶芸まつり
【 5月2日㈯～5月22日㈮】
結婚支援事業と少子化対策について
【 5月23日（土）～6月5日㈮】■「丹南のお店情報 みせばん」

御料理　喜楽屋（懐石・宿）
【 5月9日㈯～5月15日㈮】

■「Jr.＋（ジュニアプラス）」
悠久ロマンの杜　親子で木工教室
【 5月2日㈯～5月8日㈮】

■「丹南キッズ～ことばのタイムカプセル～」
たいら保育園
【 5月9日㈯～5月15日㈮】
西徳寺保育園
【 5月16日㈯～5月22日㈮】

　

宮
川
さ
ん
は
、
走
る
こ
と
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
ア
ス
リ
ー
ト

で
す
。

　

昨
年
は
天
皇
杯
第
20
回
全
国
都
道
府
県
対
抗
男
子
駅
伝
競
走

大
会
に
福
井
県
代
表
選
手
と
し
て
出
場
し
、
第
65
回
全
国
高
校
駅
伝
大

会
に
も
福
井
県
代
表
の
鯖
江
高
校
の
選
手
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
宮
川
さ
ん
は
、
中
学
3
年
時
に
鯖
丹
地
区
の
陸
上
大
会
で
好

成
績
を
残
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
走
る
こ
と
に
目
覚
め
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
の
一
番
の
思
い
出
は
朝
日
中
学
校
が
初
め
て
出
場
し
た

駅
伝
の
北
信
越
大
会
だ
そ
う
で
す
。

　

駅
伝
を
通
じ
て
、
襷
で
つ
な
ぐ

仲
間
の
思
い
や
絆
の
大
切
さ
を
学
び
、

人
間
的
に
も
成
長
し
て
い
く
宮
川
さ

ん
を
見
て
、
家
族
も
「
人
と
し
て
当

た
り
前
に
す
べ
き
こ
と
を
、
き
ち
ん

と
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。」
と
生

活
面
で
の
成
長
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
後
更
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
や
全
国
高
校
駅
伝
大

会
出
場
を
目
標
に
頑
張
り
た
い
と
力

強
く
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
！

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

、

鯖江高校陸上部3年

宮 川　雅
も と

 伎
き

さん
（佐々生）

みつけた！

　平成25年度の国民健康保険特定健康診査の結果
を県内の他の市町と比較してみた結果、越前町は重
症化高血圧の割合が高くなっています。健康相談の
内容をみると、漬物や干物、アルコール飲料、調味料
の塩分が多いと実感しており、このような食生活が
少なからず、影響しているように思います。
　「高血圧は、脳血管疾患の最も大きなリスクであ
るため、血圧をコントロールすることがまず重要で

ある」と動脈硬化性疾患予防ガイドライン2012年
度版に明記されています。高血圧によって引き起こ
される病態は、脳血管疾患だけではありません。常
に強力な圧力がかかっている心臓や、体内で最も血
流が豊富な腎臓もまた、高血圧によって悪影響を受
けます。
　今年度は、高血圧の予防についてお知らせしてい
きます。

問合せ先　健康保険課　☎34‒8710

毎
日
を
元
気
に
す
ご
そ
う

〜
あ
な
た
の
元
気
を
応
援
し
ま
す
〜

日　

時

　

5
月
11
日
㈪　

午
後
1
時
〜
4
時

　

5
月
12
日
㈫　

午
前
9
時
〜
午
後
3
時

場　

所

　

織
田
病
院　

1
階
フ
ロ
ア

内　

容

　

骨
密
度
測
定
・
血
管
年
齢
測
定

　

看
護
・
介
護
・
福
祉
の
相
談

　

栄
養
相
談
・
薬
の
相
談

☆
生
活
習
慣
や
食
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

　

口
腔
内
の
ケ
ア
で
肺
炎
の
予
防
を
し
ま

し
ょ
う
！

　

食
物
繊
維
で
便
秘
予
防
を
し
ま
し
ょ
う
！

　
個
別
に
ア
ド
バ
イ
ス
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ
先

　

越
前
町
国
民
健
康
保
険
織
田
病
院

　

☎
３
６‒

１
０
０
０

織
田
病
院　

看
護
フ
ェ
ア
の
お
知
ら
せ

えちぜんスポーツナビ

　

言
葉
や
発
達
が
ゆ
っ
く
り
だ
と
思
わ
れ
る
お

子
さ
ん
を
対
象
に
し
た
個
別
相
談
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
特
性
に
合
わ
せ
た
支

援
を
、
こ
こ
ろ
の
先
生
（
心
理
相
談
員
）
と
一

緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

日　
　

時　

5
月
12
日
㈫　

午
後
1
時
〜
4
時

場　
　

所　

朝
日
保
健
セ
ン
タ
ー

ス
タ
ッ
フ　

臨
床
心
理
士

相
談
時
間　
約
30
分
〜
1
時
間
の
個
別
相
談
で
す

料　
　

金　

無　

料

申
込
み　

予
約
制

申
込
み
・
問
合
せ
先　

福
祉
課　

☎
３
４‒

８
７
２
５

「
発
達
相
談
会
」
の
お
知
ら
せ

わが町のわが町の
アアススリリーートト

Athlete of Our Town

こちら健康増進係 越前町は高血圧が多い？第1回

広報 えちぜん 22平成27年５月号

I n f o r m a t i o nえちぜん

広報 えちぜん23 平成27年５月号

健康な暮らしのために得々情報



練習の結果気比高日本一 向當みつ子
前向きな夢がたんまりある予定 原　　榮子川 柳 運転士心残りのラストラン 山谷　ゆり

家計簿の運転妻は優良者 司辻　文子川 柳 広報 えちぜん 24平成27年５月号広報 えちぜん25 平成27年５月号

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
2424

―
朝
日
観
音

―
朝
日
観
音  

福
通
寺

福
通
寺  

編
―
編
―

学
Ｍ 
前
回
に
つ
づ
き
、
朝
日
観
音
に
伝
わ
る
貴
重
な
仏
像
を

拝
観
し
ま
し
ょ
う
。

 

今
回
は
、本
尊
で
あ
る「
正

し
ょ
う

観か
ん

音の
ん

菩ぼ

薩さ
つ

立り
ゅ
う

像ぞ
う

」（
写
真
）の

特
徴
に
つ
い
て
、

見
て
い
き
ま
す
。

Ｅ
子 

実
は
、
以
前
か

ら
お
伺
い
し
た

い
と
思
っ
て
い

た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

学
Ｍ 

な
ん
で
し
ょ
う
か
？

Ｅ
子 

こ
ち
ら
の
本
尊
は
、
伝
承
の
と
お
り
泰
澄
大
師
が
造
ら

れ
た
の
で
す
か
？

学
Ｍ 

い
き
な
り
、
核
心
を
つ
き
ま
す
ね
。
そ
の
点
に
つ
い
て

は
、後
ほ
ど
説
明
い
た
し
ま
す
。

 

Ｅ
子
さ
ん
は
、
平
成
二
十
四
年
に
福
井
県
立
歴
史
博
物

館
で
開
催
さ
れ
た
企
画
展
覧
会「
泰
澄
ゆ
か
り
の
神
仏
」

を
観
覧
し
ま
し
た
か
？

Ｅ
子 

残
念
な
が
ら
…
行
け
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
！ 

友
人
が
、

と
て
も
良
い
展
覧
会
だ
と
言
っ
て
ま
し
た
。

学
Ｍ 

こ
の
展
覧
会
図
録
に
は
、
朝
日
観
音
の
正
観
音
菩
薩
立

像
が
く
わ
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

 

こ
の
仏
像
の
最
大
の
特
徴
は
、「
通つ

う

肩け
ん

に
袈け

裟さ

を
着
け

て
い
る
点
」に
あ
る
と
さ
れ
ま
す
。

Ｅ
子 

難
し
い
用
語
で
す
ね
。「
通
肩
」と
は
？

学
Ｍ 

仏
像
の「
両
肩
を
覆
っ
て
」と
い
う
意
味
で
す
。

Ｅ
子 

な
る
ほ
ど
。
そ
の
点
が
珍
し
い
の
で
す
ね
？

学
Ｍ 

菩
薩
が
袈
裟
を
つ
け
る
例
は
関
東
に
多
い
と
さ
れ
、
越

前
で
は
数
が
少
な
い
そ
う
で
す
。

 

そ
し
て
、
通
肩
に
袈
裟
を
着
け
る
様
式
は
、
中
国
の
宋

代
（
九
六
〇
〜
一
二
七
九
）
の
仏
画
な
ど
に
多
く
認
め

ら
れ
ま
す
。

 

つ
ま
り
、
当
時
の
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
新
し
い
様
式
が

正
観
音
菩
薩
立
像
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

Ｅ
子 

宋
代
と
い
う
と
、
日
本
か
ら
多
く
の
僧
侶
が
仏
教
の
勉

強
の
た
め
に
中
国
へ
留
学
し
た
と
聞
き
ま
し
た
。

 

曹そ
う

洞と
う

宗し
ゅ
うの
開
祖
で
あ
る
道
元
や
、
臨り

ん

済ざ
い

宗し
ゅ
うの
栄
西
な
ど

が
有
名
で
す
ね
。

学
Ｍ 

は
い
。
こ
の
時
代
に
は
、多
く
の
僧
侶
が
宋
に
渡
り
、大

陸
か
ら
様
々
な
文
化
を
将

し
ょ
う

来ら
い

し
ま
し
た
。
そ
の
中
に
、

経
典
や
仏
画
な
ど
、
最
先
端
の
仏
教
思
想
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

Ｅ
子 

す
る
と
、
こ
ち
ら
の
正
観
音
菩
薩
立
像
が
造
ら
れ
た
の

は
、平
安
時
代
以
降
と
な
り
ま
す
ね
。

学
Ｍ 

そ
う
で
す
。
鎌
倉
時
代
に
造
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

Ｅ
子 

泰
澄
大
師
が
亡
く
な
っ
た
の
は
神
護
景
雲
元（
七
六
七
）

年
で
す
か
ら
、
泰
澄
が
造
っ
た
の
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
ね
。

学
Ｍ 

ご
指
摘
の
と
お
り
で
す
…
。
し
か
し
、
こ
こ
か
ら
が
重

要
な
点
で
す
。

 
以
前
に
、
仏
像
の
研
究
を
専
門
と
す
る
大
学
の
先
生
が

正
観
音
菩
薩
立
像
を
ご
覧
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
先

生
に
よ
る
と
、
こ
の
像
に
は
古
い
時
代
、
お
そ
ら
く
奈

良
時
代
頃
の
様
式
の
名
残
が
み
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

Ｅ
子 

ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
？

学
Ｍ 

つ
ま
り
、
奈
良
時
代
、
朝
日
観
音
に
は
仏
像
が
あ
っ
た

が
、
何
ら
か
の
理
由
で
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
完
全
に

失
わ
れ
る
前
に
、
当
初
の
仏
像
の
一
部
を
模
し
て
こ
の

正
観
音
菩
薩
立
像
を
造
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
お
話
で
し
た
。

Ｅ
子 

で
は
、
も
と
も
と
朝
日
観
音
に
は
泰
澄
大
師
が
造
ら
れ

た
仏
像
が
あ
っ
た
の
で
す
ね
。

学
Ｍ 

そ
の
可
能
性
が
高
い
と
い
え
ま
す
。

 

今
後
の
調
査
に
よ
っ
て
、
も
っ
と
多
く
の
こ
と
が
明
ら

か
に
な
る
で
し
ょ
う
。

Ｅ
子 

楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。

　

奈
良
時
代
以
前
の
梵ぼ
ん

鐘し
ょ
うは
全
国
一
六

口
が
知
ら
れ
る
こ
と
は
、
前
回
に
触
れ

ま
し
た
。
な
か
で
も
、
紀
年
銘
を
も
つ

も
の
は
四
例
し
か
な
く
、
飛
鳥
時
代
の

一
口
、
奈
良
時
代
の
三
口
に
な
り
ま
す
。

今
回
は
古
い
順
か
ら
三
つ
を
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。

　

そ
の
前
に
、
梵
鐘
の
渡
来
に
関
す
る

文
献
を
探
る
と
、『
日
本
書
紀
』
に
記

事
が
出
て
き
ま
す
。
欽
明
天
皇
二
三
年

（
五
六
二
）、大お
お

伴と
も
の

狭さ

手で

彦ひ
こ

が
高
句
麗
か

ら
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
と
あ
り
ま
す
が
、

現
存
す
る
梵
鐘
で
こ
の
時
代
の
も
の
は

発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
、
ひ
と
つ
目
が
京
都
市
妙
心

寺
所
蔵
の
梵
鐘
で
、
飛
鳥
時
代
の
も

の
で
す
。
口
径
八
六
セ
ン
チ
、
総
高

一
五
一・
三
セ
ン
チ
。
鐘
の
内
面
に

は
、「
戊
戌
年
四
月
十
三
日
壬
寅
収 

糟か
す
や
の
こ
お
り
の
み
や
つ
こ
つ
き
し
ね
の
む
ら
じ
ひ
ろ
く
に

屋
評
造
舂
米
連
廣
國
鋳
鐘
」
と
鋳
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

戊
つ
ち
の
え
い
ぬ戌
年
は
文
武
天
皇
二
年（
六
九
八
）

で
、
筑
前
糟
屋
評
は
現
在
の
福
岡
県
福

岡
市
東
区
付
近
に
あ
た
り
ま
す
。
日
本

製
の
梵
鐘
の
な
か
で
、
製
作
年
代
だ
け

で
な
く
、
製
作
地
や
製
作
者
の
明
ら
か

な
も
の
と
し
て
貴
重
で
す
。
ま
た
、
雅

楽
の
黄お

う

鐘じ
き

調ち
ょ
うに
合
う
こ
と
か
ら
、「
黄

鐘
調
の
鐘
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

吉
田
兼
好
の
『
徒
然
草
』
に
述
べ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

紀
年
銘
の
ふ
た
つ
目
が
奈
良
市
興
福

寺
所
蔵
の
梵
鐘
で
、
奈
良
時
代
の
も
の

で
す
。
興
福
寺
の
子
院
、
観か

ん

禅ぜ
ん

院い
ん

に
伝

来
し
た
も
の
で
す
。
口
径
八
九
・
二
セ

ン
チ
、
総
高
一
四
九
セ
ン
チ
。
撞つ

き

座ざ

の

位
置
が
高
く
、龍

り
ゅ
う

頭ず

と
撞
座
が
平
行
に

取
り
付
け
ら
れ
る
な
ど
、奈
良
時
代
の

特
徴
が
認
め
ら
れ
ま
す
。梵
鐘
に
は
神

亀
四
年
（
七
二
七
）
の
年
号
や
銅
と
錫

と
の
比
率
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
梵
鐘

の
基
準
作
で
二
番
目
に
古
い
で
す
。

　

三
つ
目
が
劔
神
社
所
蔵
の
梵
鐘

で
す
。
口
径
七
三
・
九
セ
ン
チ
、
総
高

一
〇
九
・
九
セ
ン
チ
。
草
の
間
の
第

一
区
に
銘
文
が
鋳
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
剣つ

る
ぎ
み
こ
で
ら
の
か
ね

御
子
寺
鐘
／
神
護
景
雲
四
／
年
九

月
十
一
日
」。
横
一
一
セ
ン
チ
×
縦
一
四

セ
ン
チ
の
枠
の
中
に
、
陽
刻
で
三
行

一
六
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
一
文

字
は
、だ
い
た
い
横
三
セ
ン
チ
×
縦
二
・

五
〜
三
セ
ン
チ
角
に
お
さ
ま
り
ま
す
。

　

神
護
景
雲
四
年
は
七
七
〇
年
。奈
良

時
代
の
後
期
で
、
銘
文
を
も
つ
も
の
で

は
三
番
目
に
古
い
で
す
。
奈
良
・
京
都

な
ど
の
寺
院
に
存
在
す
る
な
ら
ば
そ

れ
も
う
な
ず
け
ま
す
が
、都
か
ら
離
れ

た
越
前
国
で
す
。と
く
に
織
田
は
北
陸

道
か
ら
も
離
れ
た
丹
生
山
地
で
、し
か

も
小
盆
地
に
な
り
ま
す
。こ
う
し
た
地

に
存
在
す
る
こ
と
が
異
例
で
、古
代
敦

賀
郡
に
越
前
国
の
式
内
社
の
約
三
分

の
一
が
集
中
す
る
こ
と
も
考
え
る
と
、

越
の
重
要
性
を
示
す
証
と
い
え
ま
す
。

逆
に
解
す
れ
ば
、
越
前
国
の
一
地
域
神

と
そ
の
神
宮
寺
に
、律
令
政
府
が
重
視

す
る
何
か
が
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
で

き
る
で
し
ょ
う
。

織
田
文
化
歴
史
館 

学
芸
員　

堀
大
介

国
宝
の
梵
鐘
の
謎
を
探
る
４　

銘
文
を
も
つ
三
つ
の
梵
鐘

え
ち
ぜ
ん
年
代
記 

第
百
十
六
回

実　施　日 場　　所 電話番号

5月は実施しません あ さ が お 保 育 園 34－1110

〃 朝 日 中 央 保 育 所 34－0081

〃 朝 日 西 保 育 所 34－5602

〃 朝 日 北 保 育 所 34－1762

〃 朝 日 南 保 育 所 34－1614

〃 宮 崎 中 央 保 育 所 32－2067

毎 日 午 前 中 陶 の 谷 保 育 所 32－3014

5月は実施しません 小 曽 原 保 育 所 32－2039

毎 日 午 前 中 四 ヶ 浦 保 育 園 37－0305

常 時 西 徳 寺 保 育 園 37－1354

常 時 城 崎 南 保 育 所 39－1801

毎 日 午 前 中 織 田 保 育 所 36－0160

毎 日 午 前 中 た い ら 保 育 園 36－0251

毎 日 午 前 中 は ぎ の 保 育 園 36－0396

※時間・内容などについては、各保育所（園）にお問い合わせください。

（
敬
称
略
、
4
月
15
日
現
在
）

（
4
月
15
日
現
在
）

　

新
し
い
年
度
に
な
り
早
く
も
1
ヶ
月
が
経
過

し
ま
し
た
。
今
年
の
4
月
は
役
場
内
の
大
幅
な

機
構
改
革
や
県
知
事
選
挙
・
県
議
会
議
員
選
挙

が
あ
り
、
バ
タ
バ
タ
し
て
い
る
間
に
終
わ
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
満
開
の
桜
を
ほ
と
ん
ど
眺
め

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
が
心
残
り
で
す
。

　

さ
て
、
お
気
づ
き
の
と
お
り
「
広
報
え
ち
ぜ

ん
」
は
今
月
号
か
ら
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
し
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
表
紙
と
裏
表
紙
を
含

む
6
ペ
ー
ジ
で
カ
ラ
ー
印
刷
を
採
用
し
、
今
一

番
伝
え
た
い
情
報
を
特
集
記
事
と
し
て
、
読
者

の
皆
さ
ん
に
わ
か
り
や
す
く
お
届
け
し
ま
す
。

ま
た
、
記
事
構
成
、
文
字
フ
ォ
ン
ト
等
も
よ
り

見
や
す
い
も
の
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

一
人
で
も
多
く
の
人
に
手
に
と
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
広
報
委
員
一
同
、
工

夫
を
凝
ら
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

今
年
度
も
「
広
報
え
ち
ぜ
ん
」
を
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

人口と世帯
（3月1日現在）

　

4
月
6
日
に
行
わ
れ
た
、
朝
日
小
学
校
の

入
学
式
で
の
1
コ
マ
で
す
。
入
学
式
を
終
え

て
、
初
め
て
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
担
任
の
先

生
が
自
分
の
名
前
を
覚
え
て
い
る
か
3
択
ク

イ
ズ
を
出
す
と
、
児
童
た
ち
は
誰
ひ
と
り
間

違
え
る
こ
と
な
く
正
解
の
番
号
を
指
で
示
し

て
い
ま
し
た
。

人　口 22,823人

　男 11,020人
　女 11,803人
世帯数 7,326戸

（前月より79人減）

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

朝　

日　

佐
々
木
桜も

愛な

（
満
、
女
）

岩　

開　

吉
田　
　

凌り
ょ
う

（
聖
、
男
）

気
比
庄　

花
木
す
み
れ
（
完
、
女
）

気
比
庄　

木
下
晴は

琉る

人と

（
北
斗
、
男
）

乙　

坂　

上
山　

惺る

輝き

（
啓
孝
、
男
）

小　

倉　

安
井　

健か
つ

敏と
し

（
得
洋
、
男
）

小
曽
原　

竹
村
陽ひ

菜な

乃の

（
健
一
、
女
）

小
曽
原　

籔
内　

結ゆ
い

理り

（
尚
大
、
女
）

江　

波　

西　
　

翔し
ょ
う

摩ま

（
功
雄
、
男
）

樫　

津　

堀　
　

心も
と

稀き

（
吉
一
、
男
）

樫　

津　

清
水　

翔し
ゅ
う

斗と

（
哲
也
、
男
）

梅　

浦　

森
本　

恋あ
い

海か

（
幸
、
女
）

新　

保　

荒
井　

瑳さ

友ゆ

（
達
也
、
女
）

　

北　
　

矢
坂
華か

乃の

音ん

（
大
輔
、
女
）

　

東　
　

井
上　

桜さ

希き

（
利
益
、
女
）

高　

橋　

駒
野　

桜お
う

叶か

（
達
紀
、
女
）

高　

橋　

山
塙　

陽は
る

輝き

（
武
也
、
男
）

高　

橋　

山
塙　

優ゆ
う

希き

（
武
也
、
男
）

上　

野　

水
嶋　

璃り

乃の

（
亮
、
女
）

新
し
い
家
族
で
す

表
紙
の
写
真

編
集
後
記

お
く
や
み

西
田
中　

安
𠩤　

信
子
さ
ん
（
86
歳
）

西
田
中　

孫
谷
美
榮
子
さ
ん
（
75
歳
）

朝　

日　

佐
々
木
久
之
助
さ
ん
（
82
歳
）

気
比
庄　

堀
井
ま
さ
を
さ
ん
（
95
歳
）

　

市　
　

伊
藤　

清
信
さ
ん
（
74
歳
）

栃　

川　

尾
澤　

定
子
さ
ん
（
87
歳
）

小
曽
原　

木
原
と
し
を
さ
ん
（
80
歳
）

江　

波　

山
内　

一
男
さ
ん
（
80
歳
）

江　

波　

前
田　
　

豊
さ
ん
（
75
歳
）

樫　

津　

橋
本
キ
ヨ
ノ
さ
ん
（
99
歳
）

八　

田　

髙
原　
　

明
さ
ん
（
89
歳
）

円　

満　

山
田
カ
ヅ
コ
さ
ん
（
88
歳
）

蟬　

口　

田
中　

一

さ
ん
（
84
歳
）

梨
子
ヶ
平　

滝
本　
　

豊
さ
ん
（
81
歳
）

梅　

浦　

山
下
み
さ
を
さ
ん
（
92
歳
）

梅　

浦　

加
茂
と
め
子
さ
ん
（
92
歳
）

新　

保　

竹
長　

武
夫
さ
ん
（
87
歳
）

小　

樟　

藤
澤　

雄
さ
ん
（
77
歳
）

小　

樟　

山
下　

秀
親
さ
ん
（
78
歳
）

小　

樟　

寺
下　

和
夫
さ
ん
（
67
歳
）

　

厨　
　

土
田　
　

彰
さ
ん
（
90
歳
）

　

厨　
　

荒
木　
　

保
さ
ん
（
76
歳
）

　

厨　
　

織
田
ち
ゑ
子
さ
ん
（
90
歳
）

米　

ノ　

酒
井　

清
子
さ
ん
（
85
歳
）

　

北　
　

奥
谷　

高
則
さ
ん
（
56
歳
）

　

北　
　

北
嶋　

信
雄
さ
ん
（
85
歳
）

　

北　
　

嶋
津
す
ゑ
子
さ
ん
（
86
歳
）

高　

橋　

駒
野
智
惠
美
さ
ん
（
60
歳
）

上　

野　

佐
々
木
ア
キ
ヲ
さ
ん
（
99
歳
）

笹　

川　

和
田　

一
三
さ
ん
（
86
歳
）

打　

越　

水
島　

正
男
さ
ん
（
81
歳
）
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S p e c i a l  f e a t u r e  a r t i c l e

　

越
前
町
で
は
平
成
27
年
4
月
1
日
か
ら
、
駒
恵
理
子
さ
ん

（
32
）
を
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
委
嘱
し
ま
し
た
。
平

成
25
年
10
月
に
委
嘱
さ
れ
た
京
野
慎
太
郎
さ
ん（
玉
川
区
在
住
）

に
次
い
で
2
人
目
の
受
入
れ
と
な
り
ま
す
。

　

駒
さ
ん
は
越
前
町
観
光
連
盟
に
配
属
さ
れ
、
旅
行
会
社
に
勤

め
て
い
た
経
験
を
活
か
し
、
観
光
面
か
ら
地
域
お
こ
し
を
行
い

ま
す
。

　

4
月
6
日
、
越
前
町
結
婚
祝
品
事
業
第
1
号
申
請
者
と
し
て
河
原
辰
徳
さ
ん
・
亜
須
加
さ
ん
ご
夫

妻
に
対
す
る
結
婚
祝
品
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
祝
品
と
し
て
越
前
町
商
工
会
が
発
行
し
た
商
品
券
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

内
藤
町
長
か
ら
は
、「
ど
う
ぞ
末
永
く
お
幸
せ
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
お
祝
い
の
こ
と
ば
を
贈
り

ま
し
た
。

　

河
原
さ
ん
ご
夫
妻
は
、「
人
生
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
た
い
と
思
い
、
4
月
1
日
の
日
に
合
わ

せ
て
婚
姻
届
を
出
し
た
か
っ
た
。
結
婚
し
た
ば
か
り
で
、
祝
っ
て
く
れ
て
嬉
し
い
で
す
。
人
生
の
新

し
い
ス
タ
ー
ト
が
で
き
ま
す
。」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
本
年
4
月
か
ら
新
規
に
開
始
し
た
結
婚
支
援
事
業
の
一
環
で
、
本
事
業
は
定
住
さ

れ
る
意
思
の
あ
る
夫
婦
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
町
で
は
、「
結
婚
」
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
若
者
の

定
住
促
進
と
地
域
活
性
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
、
4
月
よ
り
新
規
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

越
前
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
受
け
入
れ
ま
し
た

　

こ
の
度
、
越
前
町
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
な
り
ま
し
た　

駒
恵
理
子
で
す
。
４
月
よ
り

越
前
町
観
光
連
盟
で
地
域
お
こ

し
活
動
に
従
事
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

越
前
町
は
自
然
豊
か
で
食
べ

物
も
美
味
し
く
、
観
光
地
と
し

て
ま
だ
ま
だ
の
び
し
ろ
の
あ
る

町
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後

は
前
職
の
旅
行
会
社
で
身
に
つ

け
た
ノ
ウ
ハ
ウ
と
接
客
ス
キ
ル

を
最
大
限
に
活
か
し
、
越
前
町

の
情
報
を
町
内
外
へ
発
信
す
る

と
と
も
に
、
観
光
面
か
ら
町
を

元
気
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

2　

過
去
に
夫
婦
と
も
に
こ
の
事
業
に
よ
る
商

品
券
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

■ 

交
付
額

　

夫
婦
1
組
に
つ
き
越
前
町
商
工
会
商
品
券

2
万
円
を
交
付
し
ま
す
。

■ 

申
請
の
方
法

　

結
婚
祝
品
支
給
申
請
書
を
役
場
福
祉
課
ま
た

は
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
書
に
は
戸
籍
の
全
部
事
項
証
明

書
等
婚
姻
日
の
証
明
で
き
る
も
の
が
必
要
で
す
。

 

▼ 

2 

越
前
町
縁
結
び
奨
励
金
事
業

　

若
者
の
定
住
促
進
を
図
る
た
め
、
独
身
者
に

対
し
て
結
婚
と
定
住
に
至
る
お
世
話
を
し
た
人

に
、
越
前
町
縁
結
び
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

■ 

交
付
対
象
者

　

こ
の
奨
励
金
の
交
付
対
象
者
は
、
以
下
の
条

件
を
全
て
満
た
す
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

1　

本
事
業
の
趣
旨
に
賛
同
し
本
事
業
を
理
解

さ
れ
る
人
で
、
事
前
に
縁
結
び
お
世
話
人

と
し
て
登
録
し
た
人

2　

町
内
に
お
住
ま
い
の
人
ま
た
は
町
内
事
業

所
に
勤
務
す
る
人
で
あ
る
こ
と
。

3　

結
婚
し
た
男
女
の
3
親
等
以
内
の
親
族
で

な
い
こ
と
。

4　

自
ら
が
出
会
い
の
労
を
介
し
た
こ
と
に
よ

り
結
婚
を
成
立
さ
せ
た
人
で
あ
る
こ
と
。

5　

結
婚
し
た
男
女
が
3
年
以
上
、
定
住
の
意

思
が
あ
る
こ
と
。

6　

交
付
対
象
者
に
町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

7　

営
利
を
目
的
と
し
た
結
婚
斡
旋
業
者
で
な

い
こ
と
。

■ 

奨
励
金
の
額

　

結
婚
成
立
1
組
に
つ
き
、
２
０
０
，０
０
０
円

■ 

交
付
申
請

　

こ
の
奨
励
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

は
、
寄
与
し
た
結
婚
の
婚
姻
届
が
受
理
さ
れ
た

日
か
ら
起
算
し
て
90
日
以
内
に
、
奨
励
金
交
付

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
　

問
合
せ
先

　
　
　

福
祉
課　

☎
３
４‒

８
７
２
５

▶隊員のご紹介

駒
こま

　恵
え

理
り

子
こ

さん  32歳　　  出身地：埼玉県川口市

【委嘱期間】概ね1年以上最長3年間
【住 居 地】道口区（越前地区）

　

都
市
部
の
意
欲
あ
る
人
材
を
受

け
入
れ
、
町
が
委
嘱
し
ま
す
。
隊

員
は
住
民
票
を
移
し
、
一
定
期
間

地
域
に
住
み
込
ん
で
、
地
域
お
こ

し
活
動
の
支
援
や
農
林
漁
業
の
振

興
、
地
域
活
性
化
の
担
い
手
と
し

て
「
地
域
協
力
活
動
」
に
従
事
し

ま
す
。
ま
た
、
あ
わ
せ
て
将
来
そ

の
地
域
に
定
住
・
定
着
を
図
り
な

が
ら
、
地
域
社
会
の
新
た
な
担
い

手
と
し
て
、
地
域
の
充
実
・
強
化

に
貢
献
す
る
取
組
み
で
す
。

　

平
成
27
年
4
月
現
在
、
福
井
県

内
に
は
29
人
の
隊
員
が
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
市
町
で
地
域
協
力
活
動

を
行
う
ほ
か
、
協
力
隊
同
士
で
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
集
落
の
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▶地域おこし協力隊とは？

問
合
せ
先　

　

企
画
財
政
課

　

☎
３
４‒

８
７
０
２

第
1
号
の
結
婚
祝
品
を
贈
呈
し
ま
し
た

 

▼ 

1 

越
前
町
結
婚
祝
品
事
業

　

結
婚
し
て
越
前
町
に
3
年
以
上
定
住
す
る
意

思
の
あ
る
夫
婦
に
対
し
て
、
祝
意
を
表
す
る
た

め
越
前
町
商
工
会
商
品
券
を
交
付
し
ま
す
。

　

将
来
に
わ
た
っ
て
賑
わ
い
と
活
力
あ
る
越
前

町
で
あ
り
続
け
る
た
め
、
1
人
で
も
多
く
の
人

に
こ
の
町
に
住
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
応
援
し
て

い
ま
す
。

■ 

商
品
券
を
受
給
で
き
る
人

　

婚
姻
日
が
平
成
27
年
4
月
1
日
以
降
の
人
で
、

以
下
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

1　

婚
姻
日
か
ら
起
算
し
て
90
日
以
内
に
夫
婦

と
も
に
町
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
町
に

定
住
す
る
意
思
を
有
す
る
こ
と
。
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※
休
日
当
番
医
の
診
療
時
間
は
、
9：
00
～
17
：
00
で
す
。
都
合
に
よ
り
医
療
機
関
が
変
更
に

　
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
前
に
電
話
や
新
聞
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
月

火
水

木
金

土

5 / 1

子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

2

3
憲
法
記
念
日

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

4
み
ど
り
の
日

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

5
こ
ど
も
の
日

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

6
振
替
休
日

子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

7
心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

8
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

離
乳
食
教
室

10
：
00
～
12
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

9

10

【
休
日
当
番
医
】

長
田
内
科
胃
腸
科
医
院

☎
32
-2
77
4

11
結
婚
相
談

13
：
30
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

12
心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

発
達
相
談
会

13
：
00
～
16
：
00

（
朝
日
保
健
セ
ン
タ
ー
）

13
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

14
1歳
6か
月
児
健
診

13
：
30
～
16
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

　

15
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

16
越
前
町
歴
史
講
演
会

（
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

17

【
休
日
当
番
医
】

両
林
医
院

☎
37
-0
00
5

18
結
婚
相
談

13
：
30
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

19
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
越
前
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
梅
浦
））

20
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
越
前
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
梅
浦
））

21
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

22
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
樫
津
隣
保
館
）

23
第
35
回
越
前
陶
芸
ま
つ
り

（
越
前
陶
芸
村
）

24
第
35
回
越
前
陶
芸
ま
つ
り

（
越
前
陶
芸
村
）

結
婚
相
談

13
：
30
～
15
：
30

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

25
第
35
回
越
前
陶
芸
ま
つ
り

（
越
前
陶
芸
村
）

26
心
を
い
や
す
相
談
会

9：
30
～
12
：
00

（
越
前
町
役
場
 別
館
）

無
料
法
律
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

27
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

28
離
乳
食
教
室

10
：
00
～
12
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

2歳
児
歯
科
健
診

13
：
30
～
16
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

29
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

30
マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

9：
30
～
12
：
00

（
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

31

【
休
日
当
番
医
】

整
形
外
科
大
城
医
院

☎
32
-3
50
0
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